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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（中村芳隆君） おはようございます。 

  散会前に引き続き、本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は26名であります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（中村芳隆君） 本日の議事日程は、お手元

に配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市政一般質問 

○議長（中村芳隆君） 日程第１、市政一般質問を

行います。 

  発言通告者に対し、順次発言を許します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 山 本 はるひ 君 

○議長（中村芳隆君） 初めに、20番、山本はるひ

君。 

○２０番（山本はるひ君） 皆様、おはようござい

ます。 

  これより通告に従いまして市政一般質問を行い

ます。 

  １、市民の政治意識と投票率の向上について 

  選挙は、私たちの身近な事柄や地域社会のあり

方などを代表者に委ねる大切な機会であり、先人

の多大な努力によって権利の獲得や制度の確立が

なされてきたものです。このため、選挙の投票率

は市民の市政参画や政治意識を反映するバロメー

ターとも考えられます。このたびの選挙によって、

私たち議員は市民の声を市政に届けるという重い

役割を担って選ばれました。 

  しかし、残念なことに投票率は48.99％で、こ

れは半数以上の市民、有権者には信託されなかっ

たという見方もできます。 

  私はこれを深く受けとめ、市民に身近な議会、

市民のための市役所、行政を目指していかなけれ

ばならないと再認識しています。 

  質問⑴、市長は、市民の政治意識の現状や投票

率の低下についてどのように捉えているのかお伺

いいたします。 

  質問⑵、次に、この４月にインターネットを利

用した選挙運動を解禁する改正公職選挙法が可決、

成立しました。これにより、選挙中の候補者と有

権者のコミュニケーションがとりやすくなること

から、政治への関心への高まりが期待されている

ところです。 

  その反面、なりすましや、いわゆる「デマ」が

あふれるのではないかという心配も出てきていま

す。本市のインターネットを利用した選挙運動解

禁に向けての取り組みについて、市長の見解を伺

うものです。 

  質問⑶、最後に、市民の政治意識や投票率向上

のためには、候補者自身が市民の皆さんに投票所

へ足を運んでいただけるだけの選択に耐え得る政

治品質を保っていなければならないことは当然で

す。 

  さらに、そのためには市政の情報公開も十分で

なければなりません。市民の政治意識の醸成や投

票率向上のための機運をつくり出すことに対し、

今後どのような手法で取り組んでいくつもりなの

かについてお伺いいたします。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君の質問
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に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） 山本はるひ議員の質問に

順次お答えいたします。 

  市民の政治意識の現状や投票率の低下について

どう取り組んでいるのかについてでありますが、

この投票率に関しては、現在全国的に有権者の政

治離れ、選挙離れが進んでいる状況の中で、本市

においても、総体的に各種選挙の投票率が低下傾

向にあります。 

  さきに執行された市議会議員選挙を例に見てみ

ますと、議員ご存じのとおりでありますが、合併

後、最初の市議選が平成17年４月に行われ、その

ときの投票率は66.05％でした。その４年後の平

成21年４月の市議選は59.01％ということで、そ

の前の回に比較して７ポイントほど減少しており

ます。そして、今回の投票率が48.99％というこ

とでさらに10ポイントほど減少しており、これは

極めて憂慮すべき事態であると考えております。 

  ⑵についてお答えいたしますが、インターネッ

トを利用した選挙運動の解禁に向けての取り組み

ですが、公職選挙法が改正され、今夏の参議院議

員通常選挙からインターネットを利用した選挙運

動が解禁となりました。 

  これにより、有権者はホームページやブログ、

ツイッターなどを利用した選挙運動が可能となり、

さらに候補者や政党などは電子メールを利用した

選挙運動も可能となります。 

  ネット選挙の解禁は、若者の政治参加の促進や

候補者と有権者との双方向のやりとりによる議論

の深まりなどが期待されますが、誹謗中傷行為や

「なりすまし」、未成年者の選挙運動など禁止さ

れる行為もありますので、選挙管理委員会におい

て、この新たな制度の周知に全力を挙げて取り組

むと考えております。 

  ⑶の市民の政治意識の醸成や投票率向上のため

の機運をつくり出すことに対し、どう取り組むか

という質問にお答えいたしますが、選挙は、選挙

における投票率は選挙の争点や候補者の数、当日

の天候など、さまざまな要素が総合的に影響する

ものと言われております。 

  また、政治や選挙に関する学習の機会、選挙に

関する情報に接する機会なども投票率に影響する

と考えられております。 

  さきの全国市長会、５日に今月開かれておりま

したが、さすがにうちの市の投票率の低さ、これ

全国的にほとんど同じベースですから、国はどう

してくれるんだというご意見はまずありません。

というのは、あくまでもこの問題というのは、各

市町村、末端の市町村がみずからの努力で向上さ

せなければならないということでありまして、そ

れにかわって選挙の費用の補填充実については、

去る５日に国に対して要望させていただきました。 

  また、この投票率と、困った話なんですけれど

も、納税率、これが比例していると、こういう見

方を統計上は出ておりませんが、こういう見方が

非常に多くなされておりますことから、選挙管理

委員会においては、今後、選挙の重要性が伝わる

ような効果的な啓発について、先進事例なども研

究し、さらなる取り組みに期待したいと考えてお

ります。 

  第１回の答弁といたします。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） それでは、再質問をし

ていきたいと思います。 

  この投票率の低いことについては、極めて憂慮

すべきことだというふうに、市長はおっしゃいま

したが、この後の再質問は選挙管理委員会のほう

にお尋ねしたいと思いますが、まず、有権者の政

治離れや選挙離れというのが、投票率にもちろん
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ストレートに影響はしてくるんですが、それがど

ういうことなのか、なぜなのかという、先ほど後

の答弁で天気のことなどお話ししていらっしゃい

ましたが、選管としましては、だんだん減ってい

っている、その原因とか理由についてどのような

把握というか考えをしているのかについて、最初

にお伺いしたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（阿久津 誠君） ただ

いま議員から、投票率が低下した原因はなぜかと

いうご質問でございますけれども、先ほど市長が

お答えしましたように、やはり候補者の数である

とか、市議会議員選挙で言えば、当日の天候等も

大きく作用はするかと思いますけれども、市長も

お話ししたように、全国的なそういう傾向の中で、

やはり選挙時啓発のみならず、常時啓発等々、そ

ちらも充実していく必要がある、そこら辺の部分

がやはり若干足りなかった部分もあるのかなとい

うことは選挙管理委員会としても認識してござい

ます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 全国の市町村のいわゆ

る市議とか町議とかの選挙というのを見ておりま

すと、確かに投票率が下がってきている傾向には

あるんですが、時により、都市部であっても、農

村部であっても高いところがございます。それが

どういうことなのかというのはなかなか分析はで

きないところではあるのですが、私としては、こ

のたびのだんだん減ってきて半分を切ってしまっ

たという投票率につきましては、自然現象、天候

などは別にしましても、やはり有権者、市民の方

が議会への、その議員の候補者や、あるいは那須

塩原市、合併をして８年過ぎているんですが、に

対しては期待度というものが関係していないとは

思っていないんです。で、そこら辺のもの、それ

をはかる統計はないので、何とも言えない、そう

いうふうに思うということしか言えないんですけ

れども、やはり市政に対する、あるいは議会に対

する期待が大きければ、やはり投票率が上がると

思うんです。市議会議員選挙で言えば、こういう

人が議員になってほしいというようなことが出て

くると思うんです。私たちは市民に負託されてい

るんです。その辺については、何か分析をしてい

らっしゃいますか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（阿久津 誠君） 今、

議員から、市政等々への期待と、こういうような

ことで分析はというご質問だと思うんですけれど

も、一つ投票率に関して申し上げますと、年代別

の投票率というのはなかなか統計上はとれないん

ですけれども、期日前投票から全体の投票率とい

いますか、それをちょっとこれを推計したときに、

やはり20歳から24歳までの階層の方の投票率が有

権者の４分の１程度ということで、こちらについ

ては、就学等々で市外に在学していらっしゃる方

もおりますので、その方の投票率も若干影響して

いるかと思うんですが、やはり新有権者、有権者

になってからの投票率がなかなかこう上がってこ

ないということで、そこら辺がおいおい30代、40

代と落ちついていく中で投票率がなかなか上がら

ないというような傾向もあるのかなというふうに

は考えてございますので、そこら辺がひとつ、政

治といいますか市政の期待のところからちょっと

離れるかもしれませんけれども、選挙管理委員会

として、少しテコ入れをしていくようなポイント

になるのかなというふうには現在のところでは分

析してございます。 

  以上です。 
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○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 市は年齢別の投票率と

いうものは出していないというような、多分お答

えだったと思うんです。 

  私はそれについては大変びっくりして、20代、

30代、40代というのが出るものだと思っていたん

です。出している市町村がありますが、どうも栃

木県ではそういうことをしていないようなんです。

今の推計だと20歳から24歳までが４分１というこ

とは25％ぐらいしか投票していないということだ

と思うのですが、これはぜひ何かの方法で年代別

の投票率を出すことができるのであれば、ぜひ出

していただきたいというふうに思うんです。一般

的に言われているのは、年齢と投票率が比例する。

20代が20％、30代が30％、70代が70％というよう

な言われ方をしています。それが那須塩原でもそ

ういうふうになっているのかどうかはわからない

んですが、やはりそういうものをきちんと今パソ

コンもありますし、投票した人というのは、私た

ちが知ることはできなくても、名前はわからなく

ても、そういうことは多分統計上はそんなに難し

くなくできることだと思うので、私としては、ぜ

ひそういう年齢別の投票率を出していただいて、

じゃどこの部分に働きかければ投票率が上がるの

かということは、これからの課題としてしっかり

とやっていただきたい。できるならば、この７月

にある参議院選挙のところで試行でもよろしいの

で、そういうものをどこかの投票所だけでもいい

ので、やっていただけるのならやっていただきた

いと思うんです。そういうことは可能なのでしょ

うか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（阿久津 誠君） ただ

いま年齢別の投票率を出してほしいといいますか、

それが課題だというご質問だと思うんですけれど

も、当然コンピューターといいますか、選挙人の

名簿も管理してございますので、そのプログラム

の作成いかんによっては出せるものかなというふ

うには考えてございます。 

  まだ業者等とも打ち合わせをしてございません

ので、明確に例えば、先ほどお話しいただいたよ

うに、７月の参議院選挙からということのお約束

はここではできませんけれども、その方向に向け

て業者等と打ち合わせをしながら進めていきたい

と考えてございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） これ以上投票率が下が

ってほしくないというか、そういう気持ちもござ

いますので、ぜひ７月に行う参議院選挙でどこか

の場所、１カ所でもいいので、そういうことを試

みの行いとして、試行としてやっていっていただ

ければありがたいというふうに思っています。 

  投票率が下がるということに関しては、私はや

はり市民の政治意識の問題が大きいと思うんです。

選挙のときだけ突然政治に関心を持って投票に行

くということはないと思うんです。 

  住みやすいまちづくりをしていくということは、

やはりここに住んでいる、那須塩原に住んでいる

人たちが政治に関心を持っていただかなかったら

まちづくりはできない。そういう意味で、市民協

働参画という形でのまちづくりを進めているんだ

と思います。 

  そうふうなことからすると、ぜひ投票をする行

動を市のほうとしては、物理的に投票する行動が

とりやすいような、やはり形をつくっていただき

たいですし、先ほど申したように、年代別の投票

率が出るのであれば、それをきちんと出していた

だいて、じゃ若い人にはどういうふうにターゲッ
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トを絞って投票に行ってもらうような機運をつく

るかということもやっていただきたいというふう

に思います。 

  先ほど市長が投票率と納税率が比例しているよ

うな話を聞いているということなんですが、非常

にそれは私も知らないことというか、初めて聞き

ました。それについては、何か那須塩原市につい

ては、それについての何か考えたこととかあるん

でしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（阿久津 誠君） 今、

投票率と納税率というご質問なんですけれども、

大変申しわけないんですけれども、選挙管理委員

会としては、その投票率と納税率について比較を

して検討したという事実はございませんので、明

確にお答えはできませんけれども、やはり先ほど

議員がおっしゃったような政治に参画する意識、

そういうようなものが、やはり投票行動であると

か、納税に結びつくというようなところで関連性

はあるのかなというふうには感じますが、ちょっ

とこれも私の所感の域を超えませんので、そんな

所感でございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 副市長。 

○副市長（渡邉泰之君） 先ほど市長からの答弁と

いうことで、選挙管理委員会の所管を若干超える

ところがありますので、私からかわりに答弁させ

ていただきますが、実際統計上、そういう相関関

係の有意なデータがあるかどうかというのは、私

も勉強不足で把握はしておりませんが、ただ一般

的に市民の政治意識、自分の払っているお金がき

ちんと使われているのか、市民がどれだけ政治を

身近に感じているのかどうかということが、結果

として納税意識であったり、選挙の投票行動に大

きく関係するんだろうということはある程度想像

できるところでありまして、これは市の執行部の

ほうといたしましても、市政というのがどこか遠

くであるというものではなくて、身近な問題が常

に市政と連動していると。それをきちんと我々は

真摯に市民のほうからのいろいろな意見、要望を

捉えて、それを実現、問題を解決していく、そう

いう行動を地道にやっていくことが、結果として

自分の身近なところにある市政、それがそういう

ことであれば、市の行政にもっと頑張ってもらう

ために、頑張って納税しようと、そういう意識に

もかかわってくると思いますし、みずからの思い

を託すために市議会、それから市長選等に１票を

入れようというような行動にもつながってくると

思っておりますので、引き続きそこら辺の部分の

意識を職員にも徹底させて我々やっていきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） よくわかりました、今

おっしゃっていることは。そういうことであれば、

ぜひ選挙の投票率を、その投票率というところだ

け取り出して考えるのではなくて、やはり行政そ

のものが市民にとって信頼されるものなのか、あ

るいはそこのところに魅力があるものなのか、興

味を持たれるものなのかという視点で、議会も同

じなんですけれども、やはりしっかりと市民の負

託に応えるような行動をとっていかなければいけ

ないんだなと改めて今お話を聞いていて感じまし

た。 

  納税率ということも、今の市長の最初のお話か

ら言いますと、やはり比例をしていくということ

であれば、非常にゆゆしきことではありますし、

税金が入ってこなければ行政は運営をしていけな

いわけですので、ぜひこの辺につきましては、選

挙投票率だけを取り上げるのではなく、行政一般
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の問題として、これから考えていってほしいとい

うふうに思います。 

  そういう話が出ましたので、ちょっと最後の３

番目の質問の再質問になるんですけれども、政治

とか選挙について、学習とか情報についてはさま

ざまなことができると思うんですけれども、先ほ

ど効果的な啓発についてというようなお話もあり

ましたが、選管では何か具体的に投票を、選挙と

か政治とかに関して何か啓発することで今後やっ

ていきたいと思うようなことがあればお話しいた

だきたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（阿久津 誠君） ただ

いま啓発について今後の選挙委員会での取り組み

というご質問だと思いますけれども、現在、選挙

管理委員会では選挙時啓発、それから常時啓発と

いうことで、常時啓発に関しては、小学校６年生

と中学校３年生に選挙に関する小冊子を全校、全

児童にご配布させていただくほか、あとは新成人

に成人式の折に30ページ程度の漫画といいますか、

そういうようなものを入れた選挙に関しての小冊

子を新成人の方にお配りをして選挙に関心を持っ

ていただくというようなこと、そのほか議員もご

存じだと思うんですが、明るい選挙推進ポスター

コンクール、こちらを全校を対象に毎年行ってい

ると、そんなようなことが常時啓発でありますけ

れども、やはり先ほどお話ししましたように、若

い方の投票率が上がらないということは、やはり

若い方、二十に到達するまでの間にいかに選挙に

ついての意識を高めていただくかというようなこ

とで、本市でも昨年度の実績で中学校２校ほど生

徒会の選挙に投票箱、記載台等々を貸し出しいた

しまして、選挙の仕組みを知っていただくという

ような取り組みをしていただいたり、小学校の児

童が議会へ傍聴に来たりというようなことで、選

挙に関して関心を持っていただくというようなこ

とも進めておりますが、やはり先ほども申し上げ

て繰り返しになりますが、二十に到達するまでの

例えば、中学校を卒業してからの５年間の中で何

か新しい取り組みができないかというようなこと

で、先進事例等もいろいろございますので、先進

事例、例えば高校生の投票の従事であるとか、そ

んなようなことも今後の課題として検討させてい

ただきながら、何か手を打っていきたいというふ

うに考えてございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 市のほうもいろいろな

ことをやっているし、これからもやっていきたい

というようなことはわかりました。全国いろいろ

見ましても、若い方たち、二十になる前に投票に

行くとか政治に関心を持つというようなことの取

り組みはたくさんしておりますので、ここで一つ

一つ紹介することはできませんが、ぜひその辺の

ところを考えていただいて、４年後の市議会の議

員選挙のときには50％を切るなんていうことはな

いような形に、私も含めてやっていっていただき

たいというふうに思います。 

  次に、インターネットの利用についての選挙運

動についてなんですが、これにつきましては、今

度の参議院選挙から解禁するということで、中に

はインターネットで選挙ができるのではないかと

勘違いした人もいるということですが、運動がで

きるということです。 

  それについては、どういうふうに取り組むのか

とお聞きしても、まだこれからということもあり

ますし、今多分いろいろ勉強しながら、そして実

際の参議院選挙が始まった中で問題点は明らかに

なってくるものだと思いますので、ここでは、そ
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のことに大きく触れることはしません。 

  ただ１つ申し上げたいことがあるのは、例えば、

栃木県の中でこの市議会の議員、だから栃木県の

中の市議会の中で、議会とかあるいは選管でこれ

から選挙運動ができるということは、議員そのも

のがウエブというかネットに関して何もできなけ

れば、そういう選挙運動はできないわけです。本

人ができなくても、周りがやると言えばそうかも

しれませんが、全くホームページとかツイッター

とかブログとかというようなものを知らなければ

運動そのものもできませんし、メールを出すこと

もできないというのが現実です。 

  今、県のホームページ、県議のホームページを

見ますと、議員そのもののホームページの記載が

されています。誰がやっているということが出て

いますし、一番県内でそれが充実しているのは足

利市だと思うんです。足利市の議員においては、

ホームページ、ブログ、ツイッター全部、議会の

議員情報というか議員の名簿の中にそれが入って

います。ほかのところもあります。鹿沼や宇都宮

はアドレスが載っていたりするんです。ないとこ

ろはたくさんあります。もちろんここの市もない

です。 

  何が起きているかというと、県内だけでもそう

いうものが載っているところは、議員のホームペ

ージやブログやツイッターの開設率が高いんです。

当然だと思うんです。そこにやったときに、この

議員はやっている、この議員はやっていないとい

うことになると、やろうというふうに思う。 

  インターネットを利用した選挙運動をやるとい

うことは、まずその辺のところを行政サイドで情

報を発信することが必要だと思うんです。那須塩

原市の議員において、どのくらいの人がホームペ

ージをやっているかは、私は過去４人ぐらいしか

知りません、今それが動いているかどうかはちょ

っと確認できないんですが。ぜひそういうものを

今後は選管のほうでも議員の選挙運動にかかわっ

てこういうのがある、あるいは議会事務局もそう

なんですが、電話等、ファクスだけではもうどう

しようもない時代なので、ぜひやっている議員に

ついては、ホームページとかブログとかのその宛

先をきちんと載っけていただく、そういうことも

若い人たちの選挙の啓発には大変大きいと思いま

すので、ぜひこれは選管の問題というよりも、そ

れぞれいろいろあると思うんですが、その辺でこ

れは考えていっていただきたいと思うんです。 

  私はネットの選挙が地方ではどうなのかなとい

う危惧は持っています。やはり紙が最初は主体か

もしれないんですが、多分あっという間にネット

での運動は広がると思います。お金がかからない

んです、紙よりということで。それはともあれ、

議員のホームページについては、国会議員は99％

です。地方議員については30％と言われています。

栃木県はすごく少ないです。那須塩原市はどうな

んでしょうね、よくわかりません。今後その地方

議員のホームページの開設は絶対にふえます。選

挙が解禁すれば。ですので、ぜひその辺のところ

も情報として流せるようなことを選管でも考えて

いただきたいですし、議会事務局のほうにも考え

ていただきたいというふうに思います。 

  まとめになるんですけれども、これまで述べて

きたように、私は選挙の投票率が向上するという

ことのために一番重要なことは、市民の皆さんが

市政とか選挙に対して、市政に関して関心や魅力

を持つということが一番だと思うんです。それが、

地域やまちづくりに参画していくことの発端だと

いうふうに思っています。逆説的な言い回しにな

るかもしれませんが、幾ら笛を吹いても市政や政

治に関心や魅力がない限り、選挙の投票率は上が

りません。自治や政治意識の高まりにはつながら
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ないと思います。 

  選挙期間を通じて、私自身の力不足も踏まえ、

市民の代表としての議員という役割を改めて再認

識し、市民に対し、より開かれた議会を目指して

いかなければならないというふうに考えています。 

  本市では、市民との協働のまちづくりというこ

とを重点政策として挙げています。まちづくりへ

の関心や魅力を高めていくためには、計画の初め

から市民参画や情報公開が確立されていなくては

なりません。これらのことも含めて、今後の本市

の政策が市民にとってより身近なものとなり、自

治や政治意識の高まりとともに、市民参画や投票

率の向上につながることを期待して、次の質問に

入ります。 

  ２番目、指定管理者制度について。 

  本市では、平成18年度から体育施設などの管理

運営を指定管理者に委託しています。委託期間は

５年のものが多く、同じ業者が２度目の継続委託

となっている施設もあります。その運営やサービ

スのあり方について、利用者、市民からさまざま

な提言を受けることがありましたので、以下のこ

とについてお伺いいたします。 

  質問の⑴、指定管理者を決めるに当たっては、

委託期間を５年とする契約なんですが、その間の

管理運営状況について市はどのようにかかわって

いるのかお伺いいたします。 

  質問の⑵、今まで指定管理者のサービスや運営

に関して市民から苦情などはなかったか、事故な

どは起きていないかについてお伺いいたします。 

  質問⑶、指定管理者にした施設について、設置

者としての市の責任はどのようになっているのか

伺います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） それでは、２の指定管

理者制度についてお答えをいたします。 

  まず、⑴指定管理者の管理運営状況について、

市はどのようにかかわっているかについてですが、

現在64の施設につきまして指定管理者制度を導入

しており、管理運営状況の実態を把握するため、

指定管理者から毎月実施した事業内容及び実績を

記した月例報告書、年度終了後には事業報告書を

提出させることとしております。 

  それらの報告書により管理業務実施状況の確認

を各施設担当課において実施しており、必要に応

じて指示等を行っております。 

  次に、⑵今まで指定管理者のサービスや運営に

関して市民からの苦情などはなかったか、事故な

どは起きていないかについてでございますが、指

定管理者導入時の平成18年４月から現在までにお

ける苦情につきましては23件、事故におきまして

は26件を把握しているところでございます。 

  最後に、⑶指定管理者にした施設について、設

置者としての市の責任はどのようになっているか

についてお答えをいたします。 

  指定管理者として指定している以上、施設の管

理運営に当たっては、指定管理者の自主性も尊重

されなければなりませんが、市は設置者として各

施設の条例で定められた管理の基準、業務の範囲、

市民の平等利用等について指定管理者が遵守して

いるか、必要に応じて指導する立場にあると認識

しております。 

  今後はさらに、指定管理者との連絡及び連携を

密にし、住民ニーズを的確に反映したサービスの

提供に努めてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） それでは、最初に指定

管理者の制度ということで、これは市民のサービ
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スをよくするためのということなので、それにつ

いて、最初にちょっとお尋ねしたいんですが、そ

の多様化する市民ニーズに対応するため、民間の

ノウハウを使ってということでこの制度ができた

んですが、今までの間にサービス向上や利用者や

入場者の推移ということで、具体的に成果という

ものはどのようになっているか、どのようにそれ

を捉えているかについてお聞かせいただきたいと

思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） どのようなサービスの

向上があったかというところでございますけれど

も、具体的な事例を申し上げますと、施設の開館

時間や施設日等の拡大、また事業実施に当たりま

しては利用者との懇談などを行うなどをいたしま

して、利用者の視点に立った事業内容に工夫がさ

れていること、また施設のふぐあいに臨機応変、

迅速な対応がなされたこと等が挙げられます。 

  また、利用者の推移等については、ちょっと統

計をとってございません。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 今こういうことがよく

なったという話だったんですが、その利用者とか

入場者の推移の統計をとっていないというのはあ

り得ないと思うんですが、先ほど事業報告を提出

させているということなんですが、どこが何じゃ

なくても、全体としてその利用者が減るのならば、

この委託の仕方がよくないということになると思

うので、そこのところははっきりとお答えをいた

だきたいのと、成果が上がっているんだと思って

いるので。 

  それと、そういう中で何か不都合なことという

のは、懇談会を行ったという中で市民の方から不

都合なこと、ふぐあいというようなことで何か出

てきていることがあればお知らせいただきたいと

思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 利用者の先ほどの統計

については、企画部として把握していないという

ことでございます。各施設においては、それぞれ

利用の状況というのはあると思いますけれども、

企画部としては、全体として把握をしていないと

いうことでございます。 

  また、これまでに懇談会等で挙げられた意見等

ということでございますけれども、苦情という点

につきましては、開館日等に対する苦情等がござ

います。また、個別的な利用者の懇談会等におき

ましては、実施のミーティングの中で利用者の状

況の意見等を拾い上げまして、それぞれに施設の

中で運営をされているというふうに認識しており

ます。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 指定管理者制度につい

て質問するということなので、そういう人数を把

握しているのかなと思って聞きましたが、お答え

は出てこないようですので、先に進みます。 

  市は管理運営について各課に任せているという

ことで、企画部のほうでは決めるときだけなのか

なというふうな今感じを受けました。 

  それで、今までサービスや運営に関して市民か

らの苦情とか事故は起きていないのかという質問

に対して、苦情が23件で、事故が26件だというふ

うにお答えになりましたが、これが多いのか少な

いのかわからないんですが、このトラブルとか事

故について具体的なことがございましたら、お知

らせしていただきたいと思います。 

  それから、全国では死亡事故なども起きており

まして訴訟も出ていると思うんですが、当市にお
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いてはそういうことは聞いていないのですが、こ

れは重大な事故だったとか、これは重大なトラブ

ルだったというようなこと、解決したことも含め、

解決しないことも含めて、その辺についてのお話

をいただきたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 苦情等につきましては、

施設内で職員が私語をしているとか、業務上起こ

す騒音などについての苦情等がございまして、事

故等につきましては、温泉施設での浴室での転倒

というようなものが見られてございます。 

  市として責任をとったというのは今までの、賠

償責任ですね、そういったものはございません。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） ということは、この23

件の苦情と26件の事故については、当事者という

か市民の方々が納得して、特別ないというふうに

理解してよろしいわけですね。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） そのように理解してお

いて結構でございます。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） それでは、お尋ねする

んですが、苦情が起きたときのその処理の方法と

か、あるいは事故が起きたときのその処理の仕方

についてはどのようにしているのか。多分契約の

中で決めていると思うんですが、それがマニュア

ル化されて文書になっているのか、それとも、指

定管理者がそれぞれ処理をしているのかについて

お尋ねいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 苦情や事故の処理とい

うことに関しましては、条例において問題があっ

た場合には報告書というものがございますので、

それにおいて報告をするというような形になろう

かと思います。起きたときにすぐにということの

規定はありませんけれども、そういった月に１回

の月報等においてなされておるというふうに見て

おります。 

  また、そういった苦情等があった場合には、す

ぐに市のほうにも連絡が来るというような連携体

制というものも必要かと思いますので、それにつ

いては、今後の中でも、今までも指定管理者には

指示をしているというところでございます。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 先日、全員協議会の折

に、那珂川の河畔公園でコイが死んでいる話と油

が流れたという話をしたんですけれども、それに

ついては、片方は知っていて今は問題がないとい

うことでしたし、コイが死んだことについては市

は全く知らないということでした。後ほどそれの

連絡が来ましたが、市から連絡が来た後にそこを

委託している業者というか団体というかのトップ

はそれを知りませんでした。その辺はコイが死ん

だとか油が流れたというような事故とかにはなら

ないんですか。その辺のところの基準を教えてく

ださい。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 今のコイの死亡です

が、これにつきましては、コイが大量に死んだと

か、水質の変化によって通常と違うような死亡と

いうようなことであれば、事故報告ということで

上がってくるのは当然だと思うんですが、そうい

った中で、今回の場合は、最初コイ２匹というよ

うなことなので、そういった中で、コイの場合に

は寿命というのがございまして、これは物の本に
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よりますと20年から70年というようなことらしい

んですが、そういった中で、今回の場合は自然死

であるんではないかなということで報告はなかっ

たというふうなことでございます。 

  また、油の件につきましては、公園の外のこと

でありましたので、指定管理の場所以外でありま

した。そういった中で、市の職員と消防署等も行

っていろいろな機関で立ち会って連休前後におき

まして処理をしていますので、その件はまた別件

だというふうに考えています。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 先ほど今指定管理者に

管理をしている施設が64カ所あると。１年間10億

近くの多分管理費を払っているんだというふうに

思っています。多分計算するとそういうふうにな

ります。 

  確かに、10億って大きいですよね。この後の質

問で、ほかのお金が出てきますけれども。すごく

大きいと思うんです。それで、市民サービスを向

上するために、もちろん経費の縮減ということも

あるんですが、指定管理者制度をとっていて、コ

イが死んだことは自然死だったのかもしれません

が、あの公園は人も亡くなっていることがあるん

です。それから、場所を使っただけだと言ってし

まえばそれだけなんですが、しょっちゅう、あそ

この公園は人があそこに住んでいるというかいろ

いろな問題が起きています。 

  そういうことについて、指定管理者に責任があ

るのか、あるいは市に責任があるのかわからない

んですが、そういうことについて、非常にトラブ

ルとか事故、人の命に関係することまで私のとこ

ろにはたくさん意見が来ます。市には行かないの

かもしれませんが、その辺について、具体的に言

うと、公園での指定管理者の責任の範囲と市の責

任の範囲についてはどのように考えているのかお

答えいただきたいと思います。明確にお答えいた

だきたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 市の責任の範囲とい

うことでございますが、これにつきましては、先

ほど言いました緊急時の事故、こういったことに

つきましては、当然報告がありますし、それらの

対応も当然市の責任においてやるべきだと思いま

すし、あと通常のちょっとしたものについては、

管理者の維持管理の中で、運営の中で当たってお

りますので、そういった中で、市がどういうふう

にかかわっていくかというのは、指定管理者と密

に連携をとりながら、できるだけ市は関与してい

きたいというふうに考えております。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 個々の一つ一つの事例

をここで挙げると時間もないですし、なかなか皆

様に理解をしてもらうまでの説明ができないので

やめておきますが、どういうものを簡単な事故と

いうのか、どういうものを大きなトラブルという

のかはその感覚もあると思うんですけれども、事

故防止につきましては、定期的にモニタリングな

どをしているのかどうか、あるいは抜き打ちのモ

ニタリングというようなことをしているのか、そ

の利用者からの聞き取り、アンケートなどを行っ

ているのか、先ほどしていると言っていましたが、

実は紙で月報が上がってきて、それで終わりとい

うことは本当にないのかどうかお尋ねいたします。 

  別に公園だけのことではないんですが、企画部

のほうで多分わからないというと困るので、一つ

一つ聞くんです。すみません。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 



－45－ 

○建設部長（若目田好一君） 市民等から、利用者

等からの意見ということでございますが、これに

つきましては、その施設によってとっているとこ

ろととっていないところがございまして、我々の

部署間の施設におきましては、鳥野目の河川公園

等につきましては、利用者からのアンケートによ

ってそういった苦情なり、要望に対応していると

いうような状況でございます。 

  そのほかの施設のそういったものについては、

日々の業務の中でそういった報告を受けながら指

導したり、対応しているような状況でございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 指定管理者を導入して

いるところは公園もたくさんあるんですけれども、

あと図書館もありますし、ハーモニーホールとか、

そういう文化施設のほかに運動場もあるんです、

サッカー場とか三島の体育センターとか、その辺

のところについては、何か苦情とか事故とかで大

きなものがあるのかどうかだけお聞かせください。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） ただいまの件に関して

お答えいたします。 

  図書館につきましては、議員ご案内のように、

日々一定の期間を捉えまして、来館者に対するア

ンケート、こういったものを実施しております。 

  そういった結果を踏まえて、今後生かせる部分、

改善できる部分については、速やかに対応してき

たと、このようなものと考えております。 

  また、体育施設については、その管理者によっ

ても、相手が違うということもありますが、それ

ぞれデータをとりながら、あるいは適宜指導を加

えながら実施をしてきていると、このような現実

でございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） いろいろなところ、64

カ所について、私としては市が余り関与していな

いところもあるのではないかというふうに思った

ので質問をいたしました。 

  次に、市は指定管理者として委託をしていると

ころについては、市民へのサービスの向上と、も

う一つは、経費の縮減だというふうに、そういう

のが指定管理者なんですが、経費を減らすという

ことの一番大きなものはやはり人件費だと思うん

です。市がやるよりも業者に委託したほうが安く

なる、当然のことだと思います。 

  指定管理者をしている事業者に関して、そこで

働いて入る人がいるわけです。そういう人に対し

て労働法令の遵守をするとか、雇用とか労働条件

の適切な配慮を求めるというのは当然のことだと

思うんですが、その点について、きちんとそうい

うことが行われているのかどうかということにつ

いて、市はどのようにそれを把握し、知り得て、

あるいは何かあるときにはそれを問題にしている

のかについてお尋ねいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 具体的に、企画部とし

て事例等を掌握しておるというところではござい

ませんけれども、安かろう悪かろうということが

ないようにというようなことで、プロポーザルの

方式で選定するときには、利用者の平等な利用等、

また利用者に対するサービスの向上というような

ものを入れてプロポーザルを行っているというこ

とでございまして、経費節減というのは重要なこ

とでありますけれども、そういったサービス等を

配慮した選定も行っているということでございま

す。 
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○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 全国の事例を見ますと、

その指定管理に頼んだところがつぶれてしまった

とか、あるいは指定管理に委託したところが、そ

の孫請というかそのほかのところに頼んで事故が

起きたというようなことが時々ニュースになりま

す。途中で５年間の契約が３年で終わってしまっ

たとか、途中でともかくつぶれてしまったという

ことが起きています。 

  多分、那須塩原市ではそういうことはなかった

んだというふうに思っていますので、その点はき

ちんと選定をしているとは思うんですが、64カ所

の２巡目になっているところも多いんですが、そ

の中で何か今の雇用の問題とか、それからそうい

うことの問題で市民と、つまり会社内の問題では

なくて、市民とトラブルがあったとか、そういう

ことの、つまり例えば図書館で言えば、そういう

ことはないんですけれども、司書の人が何％いな

きゃいけないというのに、そういう人を配置しな

いで、何も知らない人を配置したことによって市

民のレファレンスができなかったみたいな、そう

いう例です。そういうことが公園とか、あるいは

体育施設とか、その他文化施設でそういうことは

一度もなかったのかどうかだけ確認をしたいと思

います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 今、議員から図書館で

の事例というものが挙げられましたけれども、図

書館でのトラブルはあったというようなことは聞

いてございますけれども、それは事案が発生した

時点で、市と協議しながらその対応をしていると

いうことでございます。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） その点については、こ

こでは追及しないことにします。 

  つまり、そのほかではなかったということでよ

ろしいんですね。そのほかの事例、図書館のこと

はさておき、そのほかの施設60何カ所ではそうい

う問題は起きずに、順調にサービス向上等のため

にきちんとなっているというふうに理解していい

ということでいいですか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 企画部として細かい点

までちょっと把握はしてございませんけれども、

そういった事例があれば、すぐさまその対応をし

ているという状況にあるだろうと思います。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） それでは、これは企画

部に対してきちんとお尋ねするんですが、その契

約どおりの運営をしているかどうかという判断と

いうのをどのようにしているのか。指定管理者を

選定するに当たっては、市は指定管理者選定委員

会の設置をしています。これにかわる選定後の委

員会というのは持っているのかどうかについてお

尋ねいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 選定委員会後の委員会

等については設置してございません。 

  企画部といたしましては、年に一度、担当部署

のほうから指定管理者導入効果調書というような

ものを企画部のほうへ提出をされまして、その調

書の中で評価というような形で各部署が行われて

いるのを確認するというようなことにとどまって

ございます。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 次に、先ほど市民とか

利用者とのトラブルの中で賠償責任があるような
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ことはなかったというようなことだったと思うん

ですが、損害が例えば生じた場合に、市というの

は賠償責任があるとされています、一般的に。那

須塩原市についてはどのように考えていますか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 賠償責任は指定管理者

が自主的に行うということで、先ほど答弁とおり

でございますけれども、市が施設設置者としての

責めを負わなければならないような事案が発生す

れば、国家賠償法に基づきまして、賠償責任を負

うというようなことになろうかと思います。 

  まずは、そのようなことがないように指導、監

督をしていくということが必要であろうというふ

うに思います。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 官から民へというよう

な流れの中で、平成15年に指定管理者制度という

のができて、那須塩原市も今それによってどんど

ん指定管理での運営管理が進んでいる。これから

も多分多くなるというふうに思います。 

  民間の事業者のノウハウで住民への、市民ある

いは利用者へのサービスが高まるということは大

変いいことだというふうに思ってはおりますが、

他方で管理能力の低い事業者によって管理をされ

たら、市民や利用者は安全が脅かされるというこ

とも起きますので、それは本末転倒のことだと思

っています。 

  指定管理者制度というのは、施設の管理を丸投

げしているという制度ではないと思います。ぜひ

その辺のところをもう一度再認識していただきた

いというふうに思います。 

  先ほど指定管理者の自主性を尊重するというふ

うにおっしゃいましたが、それはもちろんですけ

れども、市というのは、指導、監督する立場にあ

るので、そのことを改めて認識していただきたい。

外部の有識者などの専門家による評価の実施を行

っていただきたい。そして、情報公開をきちんと

していただきたいというふうに思います。それが

市民サービスの向上につながることだと思います

ので、その辺についてきちんと要望をしておきま

す。というところで、次の質問に移ります。 

  それでは、３番目、高齢者外出支援タクシー券

についてお伺いいたします。 

  25年度予算で半年分になった高齢者外出支援タ

クシー券については、３月議会終了後、多くの皆

さんからなくしてもらっては困る、説明が十分で

はないという声をいただいております。 

 そこで、⑴の質問、改めて、この事業の経緯につ

いて伺います。 

  ⑵の質問、今後、高齢者が安心して外出できる

ための支援について、市はどのように取り組むつ

もりなのかについてお伺いいたします。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ここで質問の途中ですが、

10分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５７分 

 

再開 午前１１時０７分 

 

○議長（中村芳隆君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 先ほど質問がござ

いました３の高齢者外出支援タクシー券について

お答えをいたします。 

  ⑴の高齢者外出支援タクシー券事業の経緯につ

いてですが、高齢者外出支援タクシー料金助成事
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業は、平成17年の３市町合併以前から行われてい

た事業であります。 

  旧黒磯市では、高齢者外出支援タクシー料金助

成事業として平成12年度から、旧塩原町では、福

祉タクシー助成事業として平成９年度から、高齢

者の閉じこもり防止などを目的に実施しておりま

して、３市町合併により新市として引き継ぐ形で、

旧黒磯市の例により調整し現在に至っております。 

  事業廃止については、平成25年３月議会の会派

代表質問で公明クラブ・吉成伸一議員、致知の

会・磯飛清議員、一般質問で髙久好一議員、早乙

女順子議員にお答えしたとおり、市街地から離れ

た場所での利用者にとっては、初乗り料金の助成

であるため負担が大きく利用しづらいといったご

批判と、利用実績の84％が黒磯、西那須野駅近く

からの乗車であり、一部に利用が偏っている傾向

も見られたことと、高齢者人口の増加に鑑み、現

行制度では財源の確保とともに、多額の財源を投

入することに市民の賛同を得ることが難しい状況

から、本年度上期をもって廃止することとしたと

ころです。 

  なお、重度心身障害者や精神障害者のタクシー

利用を助成する福祉タクシー料金助成事業は、従

来のまま継続してまいります。 

  次に、⑵の今後、高齢者が安心して外出できる

ための支援についてどのように取り組むつもりな

のかとのご質問にお答えいたします。 

  高齢者の外出支援のための事業については、高

齢者福祉施策と介護保険事業を一体的に実施する

ための那須塩原市高齢者福祉計画の中で位置づけ

てまいりました。 

  本市といたしましては、次期計画の策定に今年

度から着手し、高齢者福祉事業に関するニーズ調

査や懇談会の開催等により、将来に向けて貴重な

財源をいかに有効に使って、価値あるサービスを

どのように行うか、ご意見をいただき、その中で

検討してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 今お答えをいただいた

とおりで、高齢者外出支援タクシー券については、

介護保険制度ができるときに、元気なお年寄りの

こともということで始まった制度だというふうに

聞いております。 

  導入したときに、これを市民でいろいろ考えた

ときの方に聞きますと、大変な論議をして生み出

されたものだったというふうに聞いております。

それから、今までずっと合併して続いているもの

なんだと思うのですが、その高齢者福祉計画も第

５期、今度第６期になるんだと思うんですが、そ

ういうものが、当初予算で９月までの半年のみだ

という計上になって議決をされたというのが経緯

で、そういうものについて一つ一つ聞いていきた

いんですが、まず制度改正ですよね、予算がなく

なると。そのどのような手続を踏んだのかについ

てお答えいただきたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 今回の事業廃止に

当たりましては、実際に現在第５期の高齢者福祉

計画の策定に当たり意見を聴取いたしました懇談

会、また諮問をいたしました介護保険運営協議会

の委員の方々への説明につきましては、次期第６

期計画の策定に早急に着手する。その中で、廃止

に至った経緯を説明し、ご意見をいただくという

ことで考えておりまして、現時点においての説明

は行っておりません。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） つまり、手続的には懇
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談会にも運協にも諮らなかったということだと思

うんですが、では、何かほかのところの有識者の

会議に諮って後に決めたのですか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 今回の廃止に至っ

ては、そのような意見の聴取ということはしてお

りません。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） それでは、先ほど第６

期についてニーズ調査をしたいというお答えだっ

たのですが、この廃止をすることになったことに

対してニーズ調査をしたのですか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 今回のタクシー券

廃止事業についての調査ということであれば、特

にニーズ調査は行っておりませんが、第６期計画

に当たってのニーズ調査につきましては、できる

だけ早いうちに調査を実施したいと考えておりま

す。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） それでは、先ほど市民

の賛同を得ること、つまり、お金をかけていくこ

とが、市民の賛同を得ることが難しい状況という

ことをおっしゃいましたけれども、このタクシー

券を続けていくことが、今後も、市民の賛同を得

ることが難しい状況というふうに判断をどなたが

したのですか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 今回の廃止に当た

りまして、庁内での決定という形につきましては、

こういった事業の廃止に関することで調整会議、

庁議というものに諮っております。 

  そちらにつきましては、庁議というのは市長、

副市長、各部局長をメンバーとしたもの、それか

ら、この庁議に付すべき案件を協議するための企

画部長、幹事課長、財政課長をメンバーとした調

整会議という形でございまして、２月の際にこの

廃止の件について、その庁内会議のほうに諮って

ございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） ということは、２月の

庁議のときに市民の賛同を得ることが難しい状況

だと庁議で決めたということなんですね。 

  改めて、このタクシー券を利用している70歳以

上の高齢者の方やあるいは関係者、つまり民生委

員など、その利用者と日ごろかかわっていらっし

ゃる市民の方々に何か意見を求めたんですか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 廃止決定というふ

うな形をとってから、またはその前後ということ

でございますれば、意見の聴取等はしてございま

せん。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 今までの幾つかの質問

から考えますに、つまり、１つも何も聞いていな

いというふうに私は理解しました。第５次の計画

は聞いていないと。第６次には聞きたいというも

のは、将来のことはありますが、この年度途中で

やめてしまったということに対して、利用者、市

民あるいは有識者の会議とか運協などには聞かな

かったというふうな答えだったと思います。 

  何かそれはとても納得しがたいことで、利用し
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ている方々がそういうことなので、どうして、何

でというふうに、私のところにも何人のも方が聞

いてきました。そこでお尋ねします。 

  今１階の窓口、あるいは西那須野も塩原もある

と思うんですが、窓口でそういうことを問い合わ

せ、あるいは電話でもあると思うんですが、そう

いうことがあるというふうに聞いていますが、そ

こで、説明らしい言葉がないというふうに聞いて

おりますが、実際どういった言葉でどういった文

言で、いらした方に何で途中でやめるのというこ

とに対して説明をしているのか、この場でちょっ

と再現をしていただきたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 実際には３月議会

で予算を成立いただいた後に、３月22日から窓口

等で交付申請をお受けいたしました。既に2,000

件を超える交付を済ませておりますが、その際に

ご意見をいただいておりまして、そのいただいた

ご意見、なぜ廃止してしまうのというようなご意

見に対しては、先ほど議員のほうにお伝えをいた

しました、やはり利用目的を制限しない単なる外

出支援への助成そのものが、対象とならない高齢

者を含めた市民の賛同を得ることが難しい状況で

あること、市街地から離れた場所での利用者にと

っては基本料金以外の差額が大きく使いづらいと

いったご批判があること。対象者が年々増加する

ことが見込まれており、現在の助成制度を続けて

いくことが財政的に困難な状況にあるということ

をご説明。それから、９月末で廃止となりますと

いうことを資料、紙にまとめたもの、リーフレッ

トになりますが、それをタクシー券と一緒にお渡

しするということでご説明をさせていただき、実

際に件数としては10件程度というふうなことでは

ございますけれども、おおむね了解をいただいて

お帰りをいただいているというような状況にはご

ざいました。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 市にわざわざ足を運ん

で、何で途中でやめたのというふうにお聞きにな

る方というのはやはり勇気のある方だと思います

し、中にはそういうことができなくて、敷居が高

いという方については、私だけではなく多分議員

の皆様方のところにもそういったことがお茶飲み

話の中でも選挙の間にでもあっただろうと思いま

す。数は私はきちんと正の字を書いて把握はして

おりませんが、今10件程度といったものの10倍以

上、そういうお話を聞いております。私のところ

にはありました。 

  いろいろな意見があるんですけれども、ともか

くこんなにみんなで利用しているのに、確かに利

用の仕方が悪いとか変な部分で使っている人がい

るというのはありますが、物事の制度というのは

何か不正に使っている人がいるからやめようとい

うのはあり得ないことだと思うんです。それは、

制度の中でそうならないような仕組みをつくって

いく、生活保護の制度だって同じですよ。そうい

うものだと思いますのに、なぜ利用者がふえてい

るサービス、そして使いたいという方が多いサー

ビスを改めて年度途中でやめてしまったのかにつ

いて、もう一度お聞かせください。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 廃止の理由につき

ましては、先ほどご説明したとおりでございます。

早急に廃止すべきというふうな判断をしたという

ところでございます。 

  その中で、説明を利用者の方々にする期間とい

うふうな考え方で６カ月ほどの期間ということで、

９月末まではタクシー券を配布すべきというふう
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な判断というふうにさせていただいたという状況

でございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） ほんの少し譲って今年

度は全部出し、来年度にやめるという判断もでき

たと思うんです。そこのところの財政的なものと

いうのは一体どのくらいそれで減らすことができ

たんですか。 

  その高齢者の福祉計画の中にはたくさんのもの

があります。その中で、これが優先して削るもの

だというふうに決めて、途中で決めてやめてしま

った、その金額は幾らだったんですか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 金額的なものを申

し上げますと、実際に将来的な費用の算出という

ことで算出をさせていただいた際のベースが平成

22年度になります。この際には2,607件の交付が

ございまして、実際に70歳以上の方々の交付率に

ついては、おおむね16％程度の交付、その中で実

際に利用された方が64％ということで、支払い額

については5,416万という状況でございました。

それをもとに年々増加という部分を追っていきま

して、今年度につきましては、半年分で3,850万

の予算ということでございますので、２分の１で

ございますので、その3,850万という部分が削減

というふうなことでご理解いただければと思いま

す。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 副市長。 

○副市長（渡邉泰之君） 一連のちょっと議論で保

健福祉部長としては答えづらい部分もあると思い

ますので、その経緯の後ろにあります我々の考え

方について、ちょっと私のほうから一応申し上げ

たいと思いますが、３月議会でも申し上げました

とおり、この問題というのは余りミクロで考えて

はいけない。ある意味、市の今後の情勢を考えま

すと、非常に私は重要な論点が入っていると思っ

ております。確かに手続的な部分から申し上げま

すと、十分に有識者に聞いていない、市民にもき

ちんとお諮りしていないと、そういった批判は

我々もそこは重く受けとめておかなければいけな

いと、それは確かにそのとおりだと思っておりま

すが、中身について申し上げますと、少し論理の

飛躍があるかもしれませんが、我々市の執行部も、

それから市の議員さんに対しても、常々やはり留

意しないといけないというのは、あくまでも国民

主権であり、市民主権でありまして、この市の行

財政については市民が主役であるのは、これは言

うまでもないわけでありますけれども、市民から

出てくる話をそれを全て反映させると、これが民

主主義というものではないと、私なりは個人的な

見解ですけれども持っております。福祉、これは

非常に重要な問題ではありますけれども、３月議

会で申し上げましたが、ない袖は振れないんであ

りまして、我々はこれから少子高齢化社会で財政

的に非常に厳しくなっていくわけです。そういっ

た中で、福祉については、国の予算ももう半分以

上は福祉になっておりますけれども、これから減

るという要素は基本的にはありません。 

  そういった中で、どうやって持続可能な福祉政

策をやっていくか、高齢者の人が交通弱者になら

ない。それで、病院とかにもきちんと行けるよう

にする。そういう目的に向かってどうやっていく

か、これは市の執行部のほうも真剣に考えており

ますけれども、議員の方々にも改めてしっかりと

考えていただきたいと思っております。我々とし

ても、確かに福祉タクシー券、こういうものが高

齢者の方にとってあればいいのは、これは間違い



－52－ 

ないと思っております。ないよりはあったほうが

いいと、それは当然のことではあるわけですけれ

ども。 

  では、そのお金はどこから来ているのかという

ことです。それは、ここにいる皆様方も含めて、

税金を納めていただいている中からそれは来てい

るわけです。その税金というものも一生懸命、

我々稼いでいるわけですけれども、それがきちん

と有効に活用されていかないといけない。そのお

金についても、これから日本という国がどんどん

厳しくなっていく中で、その財源というものも相

当皆さんも今までどおりの収入を得るというのは

厳しい状況になってくるわけです。その中で、高

齢者の人たちが交通弱者にならないように、買い

物弱者にならないようにどうするのか、これを真

剣に考えないといけない。 

  そういったときに、福祉タクシー券、これが本

当に必要なんですかと。それは我々市の執行部か

らも皆様方に、ある意味考えていただきたい。市

民の代表者である皆様から、逆に市民の方々に対

して本当にこれは必要なのかどうなのか、そうい

うことはぜひ逆に市民の間で議論していただきた

いというふうに思っております。この件に限らず、

福祉政策、これは非常に重要な問題でありまして、

それと財源をどうしていくのか、永続的に、持続

可能な福祉政策、これをどうするのかということ

は本当に避けて通れない問題ですので、私はこう

いう問題を今回、山本議員が提起していただいた

のは非常に私はいいことだと思っておりますし、

ぜひともこういうのをきっかけに、どうしてもこ

れまで市の執行部というのは、弱者保護とか、そ

ういう話が出てきますと、言いわけ的な答弁ばか

りで、結果的にきちんとした議論ができず平行線

で終わって、それでそのまま執行部のほうが決め

ていくということが多かったわけですけれども、

やはりそういうやり方というのは健全ではないと

思っておりますので、それはあえてこういうこと

を言いますと、高齢者の方からは冷たい、弱者切

り捨てだというふうに、私は批判を受けるという

ことは覚悟の上でこうやって答弁しておりますけ

れども、そういったものをきちんと真正面から取

り上げて議論していく、批判を恐れずにそこはな

いものは、お金はないものはないわけですから、

以前申し上げたとおり、ない袖は振れないわけで、

そういうところもこちらのほうも率直にきちんと

申し上げた上で、いい福祉政策、そういうものを

考えていきたいと思いますので、その部分も踏ま

えて今後ともいろいろいい形での議論ができれば

いいと思っております。 

  すみません、ちょっと話がそれてしまうかもし

れませんが、以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 20番、山本はるひ君。 

○２０番（山本はるひ君） 今の副市長のお話なん

ですが、そうやって聞いているとそうかなと思う

んですが、私がやはり納得できないのは、１つは、

やはり高齢者福祉計画のこの生活支援サービスは

全部で10項目あるんです。その10項目の中で、私

からすればこの外出支援タクシー基本料金助成と

いうのが一番大きな目玉だというふうに思えるの

に、ほかのものには手をつけず、これを半年でや

めてしまうということはやはり納得できません。

民主主義ではないんではないかというふうに思い

ます。 

  それについて説明は足りなかったと思うと、さ

らっとおっしゃっていましたが、やはり説明をす

ることというのは今の行政にとって一番大切なこ

とで、昔の上から目線で何かをやるとかやらない

とかいうのではなくて、今は市民とともに、それ

から議会も軽視しちゃいけないんです。議会とと

もに、いろいろなことを論議して、そして納得が
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いくまで話し合いをして、そしてそれを市民に対

して説明する責任はとても大きいと思うんです。

そこをはしょって、足りなかったかもしれないと

いうご答弁に対しては、私はそこの部分は納得を

しがたいところでございます。 

  タクシー券につきましては、３月の議会でも議

事録を読みますと、早乙女議員とか髙久議員がい

ろいろなお話をしております。私も改めてそれを

見ると、確かだなというふうに思っています。 

  質問することはこれで終わりにいたしますが、

当市においては、高齢化が急速に進むことを見据

えて、高齢者が要介護状態になることなく、健康

で介護が必要になっても自宅や住みなれた地域で

生き生きと高齢期を過ごせるように、基本的な目

標を定め、その実現に向けて取り組むべき高齢者

福祉政策及び介護保険事業の方向性を示すために、

第５次那須塩原市高齢者福祉計画を策定しました。 

  この策定は昨年３月、議会に事業計画として出

され、議会が議決をしたという重いものです。具

体的な取り組みとしては、外出支援タクシー基本

料金助成がそこに入っています。これは、議会が

事業計画を議決するという初めてのときの中の計

画の１つです。であるにもかかわらず、計画実施

１年にして唐突に制度を廃止ということを決めて

10月にはなくなってしまいます。これはまさに議

会軽視だというふうに私は受けとめます。説明責

任を果たさないやり方は時代に逆行していると思

います。 

  きょうの答弁によれば、このやめることに対し

てニーズ調査もせず、関係者への意見聴取もなく、

また協議会へ聞くこともなく、ただ将来への財源

がない、市民への負担増は理解されないだろうと

いう庁議だけで一方的に廃止したとしか思えない

ものでした。 

  行政が行う施策は、限られたお金の中で優先順

位をつけていくものです。この廃止は、市が独断

で高齢者福祉サービスの中で優先順位が低いと位

置づけたとしか思えません。ぜひニーズ調査を行

っていただき、利用者や将来の利用者の声を聞い

て不都合な部分は見直し、これをいい制度にして

いただきたいと思います。第６次計画に期待をし

たいと思います。ぜひ議会軽視とならないような

行政運営をしていただくことを強く要望して質問

を終わります。大変ありがとうございました。 

○議長（中村芳隆君） 以上で、20番、山本はるひ

君の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 櫻 田 貴 久 君 

○議長（中村芳隆君） 次に、７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 皆さん、こんにちは。議席

番号７番、ＴＥＡＭ那須塩原、櫻田貴久です。 

  通告に従い市政一般質問を行います。 

  １、教育現場における体罰問題について。 

  文部科学省は、大阪市立桜宮高校男子生徒自殺

問題を受け、児童生徒に対する体罰の実態を把握

し、体罰禁止の徹底を図るため、全国の公立小中

学校、高校に対し緊急の調査を実施しました。 

  調査対象期間である平成24年４月から平成25年

１月までの10カ月間で、体罰を行ったとして教育

委員会が認定した教員数は840人に上り、昨年度

において体罰で処分された教員数の２倍を超え、

過去最多のことであり、体罰を受けた子どもは

1,890人という結果となりました。 

  そこで、本市の体罰問題の以下の点についてお

伺いします。 

  ⑴改めて本市における体罰の現状をお伺いしま

す。 

  ⑵大阪・桜宮高校体罰最終報告では、学校の教
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員と市教育委員会の教員出身者がなれ合い構造に

陥り、体罰情報を抱え込んだことが問題の背景に

あるとしていますが、本市の体罰への対応につい

てお伺いをします。 

  ⑶部活動では勝利至上主義のため、保護者が体

罰に異を唱えない風潮もありますが、部活動にお

ける体罰の根絶に向けた本市の対応をお伺いしま

す。 

  ⑷体罰に対する目が厳しくなることで、教師が

萎縮してしまい、本来行うべき指導の面で支障を

来すのではないかと心配しております。教師に対

する指導などフォロー体制をお伺いします。 

  ⑸本市の体罰根絶に向けたさらなる取り組みに

ついてお伺いをします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） それでは、教育現場に

おける体罰問題につきまして幾つか質問をいただ

きましたので、順次お答えをさせていただきたい

と、こう思います。 

  まず、本市の体罰の現状についてお答えを申し

上げます。 

  ４月の議員全員協議会におきまして報告をさせ

ていただきましたように、文部科学省の全国調査、

体罰の実態把握についての一環としまして、那須

塩原市内小中学校35校を対象に平成24年４月１日

から平成25年３月31日までの１年間、教師が体罰

を行ったことがあるか、これを教職員、児童生徒

及び保護者を対象に調査をしたところでございま

す。 

  その結果、小学校25校のうち、体罰があったの

は１校１件で、体罰を受けた児童は１人、また中

学校10校のうち、体罰があったのは２校２件で、

体罰を受けた生徒は２人でございました。なお、

今年度４月、５月におけます体罰の報告はござい

ません。 

  続きまして、本市の体罰の対応についてお答え

を申し上げたいと、こう思います。 

  体罰の事案の把握のきっかけにつきましては、

児童生徒や保護者からの訴え、教職員の申告、第

三者の通報等がございます。 

  本市におきましては、いずれの場合においても、

直ちに校長に対しまして、その事案の調査をする

ように指示をし、当該児童生徒、保護者と教職員

の双方から事実の確認をした上で調査結果の説明

を行い、体罰の事実が確認された場合につきまし

ては、誠実に謝罪をし対応するようにこれまでも

も指示をしております。 

  さらに、校長から当該教職員に対して、再発防

止について具体的に指導をするようにも指示をし

ているところでございます。 

  次に、部活動における体罰の根絶に向けました

本市の対応についてお答え申し上げたいと、こう

思います。 

  部活動につきましては、教職員が中心となり、

勝利至上主義に偏らない教育的な配慮のできる指

導体制を整備するように各学校に周知をしており

ます。 

  また、体罰防止につきましては、県教育委員会

からの通知「体罰禁止の徹底及び体罰に係る実態

把握について」、さらには「運動部活動における

適切な指導について」によりまして、各学校職員

会議や現職教育等の研修会を持って、教職員に周

知徹底し共通理解を図っているところであります。 

  また、部活動やスポーツ少年団活動の指導者に

対しましては、那須地区市町教育委員会連合会で

作成いたしました活動の手引でございます「未来

にはばたけ」の周知と、児童生徒の心身の発達に
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応じた適切なスポーツ指導を行うための研修会を

実施しているというようなところでございます。 

  次に、教師に対する指導やフォロー体制につい

てというご質問についてお答え申し上げたいと思

います。 

  学校教育におけます体罰は、学校教育法で禁止

されている決して許されない行為であります。体

罰の絶無を図る上でも、教師の指導力の向上が欠

かせない課題であると、こう考えております。 

  本市におきましては、教師が児童生徒及び保護

者はもちろん、地域住民からさらに信頼されるよ

うに、教師としての専門性や指導力の向上を目指

し、研修の充実を図っていきたいと考えておりま

す。 

  また、児童生徒がスポーツ活動を通して心身を

鍛えたり、達成感あるいは連帯感を育むことも大

変大切なことだろうと、こう思っております。 

  学校教育における部活動、あるいはスポーツ少

年団活動の意義や役割等を再確認し、本来の目的

に沿った活動となるように、校内の指導体制の改

善、あるいは指導者の育成に取り組むことを今後

も継続してまいりたいと、こう考えております。 

  いずれにしましても、教職員がその職員につい

てのしっかりとした矜持を持ち、自信を持って児

童生徒にかかわることが適切な教育活動を支える

ことになりますので、各学校でも校長のリーダー

シップのもとに行われております特色ある教育活

動を教育委員会としましても支援をしてまいりた

いと、このように考えております。 

  最後のご質問となります本市の体罰根絶に向け

たさらなる取り組みについてお答え申し上げたい

と思います。 

  今後も、体罰につきましては絶対にあってはな

らない、許されないものでありまして、体罰を行

ってしまった者に対しましては厳正に対応してい

きたいと、こう考えております。 

  また、部活動の指導におきましては、勝利至上

主義に偏らない教育的な配慮ができるように、教

職員はきちんとかかわる指導を各学校に徹底して

まいりたいと思っております。 

  さらには、今後、平成25年５月27日に国の運動

部活動のあり方に関する調査研究協力者会議から

出されました「運動部活動のあり方に関する調査

研究報告書」、サブタイトルで「一人一人の生徒

が輝く運動部活動を目指して」というものがあり

ますが、この中の運動部活動での指導のガイドラ

インとしまして周知し、適切な指導が今後も行わ

れるようにしていきたいと、こう考えております。 

  いずれにしましても、体罰問題につきましては、

教職員の人権意識の高揚と指導力向上が重要でご

ざいまして、引き続き各種会議や研修会を通して

防止に向けて取り組んでまいりたいと、こう考え

ております。 

  また、学校現場においても、体罰防止に向けた

指導のあり方を協議し実践するなど、教職員みず

からが、この問題につきまして主体的に取り組む

ことも大切であろうと、このように私は考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 教育長、丁寧なご答弁あり

がとうございます。 

  子を持つ親としては非常に重要な問題です。３

月にもこの体罰問題は質問をさせていただきまし

たが、調査の結果、非常に発見件数が多く、過去

最高のそういった数字が出ていますので、改めて

教育現場における体罰問題について再質問をさせ

ていただきます。 

  ⑴、⑵は関連をしていますので、一括で再質問

をさせていただきます。 
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  本市の体罰の発生件数については了解をいたし

ましたが、体罰の実態把握につきましては、発信

しづらい環境や体罰を容認する風潮もあり、学校

現場における体罰はさらに潜在していると考えら

れるが、教育長の所感をお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） 今回につきましては、

全国的な調査としてこのような結果を把握したわ

けでございますけれども、私は常々学校現場、私

どももそうですけれども、風通しのいい環境づく

り、あるいは相談しやすい体制づくりというのが

大変重要であろうというふうに思っております。 

  これで全てが把握できたかどうかということは

はっきりしませんけれども、今後も引き続き、そ

ういったことのないように注意していく大事なこ

とだと、このように受けとめております。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 教育長、まさしく私もその

とおりだと思っていますが、本当に今体罰に関し

ては、記名式で恐らく実態調査なんかもしている

となかなか書きづらかったりとか、いろいろなこ

とが考えられます。しかし、今、教育長が言った

ように、本市の取り組みは積極的な取り組みだと

非常に評価しているところですから、ぜひ洗いざ

らいいろいろな部分でそういったことが隠れてい

ないような徹底的な調査をしてもらいたいと思い

ます。 

  今回の体罰に係る実態把握調査の結果をどのよ

うに捉えているのか、また体罰を根絶するために

必要となる教員の指導力向上に今後どのように取

り組むのか、教育長にお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） お答え申し上げます。 

  まず、この実態調査の結果でございますが、こ

れは体罰は絶対やってはならないと、これまでも

指導してきたわけでございますので、数の大小に

限らずあったということにつきましては、大変遺

憾なことと思っておりますし、重大なことだとい

うふうに私どもは受けとめております。 

  何度も申し上げますが、今後絶対同じことがな

いように絶無を期していきたいというふうに新た

な覚悟を持っているところでございます。 

  また、議員ご指摘のとおり、指導力の向上とい

うのも大変大きなポイントであろうというふうに

私ども考えております。そのために、今年度具体

的な取り組みということで、幾つか考えて実施を

始めようとしているところでありますので、ちょ

っとご紹介申し上げたいと思います。 

  １つは、従来の研修というのは、職場の上の研

修、あるいはどこかに１カ所に集まっての研修と

いうことが多くあったわけですが、ことしは各学

校が校内研修としてさまざまな取り組みをしてお

ります。また、外部からすばらしいすぐれた講師

を招聘して開催しているものもあります。そうい

ったものをその学校だけのものにしてしまうのは

大変惜しいということで、全ての学校で実施をし

ています校内研修、これをオープンにいたしまし

て、市内小中学校の全教職員が参加可能となる、

そういうタイプの、言ってみればクラウド型研修

というふうに私ども呼んでおりますが、こういう

新たな取り組みをことし始めようとしております。 

  また、中堅の教員を対象としましたミドルリー

ダー研修、さらには教頭先生を対象とした研修、

こちらにつきましても、充実させていって、教頭

先生は言ってみれば、職員室の担任とよく言われ

ますが、先生方とすごく接点が多くある職種でご

ざいますので、そういった先生方を対象にした研

修の充実を図りながら、市内全体の先生方、教職
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員の指導力の向上に少しでも近づければと、この

ように考えているところでございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 本市としての体罰の根絶に

向けての積極的な取り組みは十分に理解をすると

ころです。その部分には非常に期待をしますので、

ぜひ根絶に向けて頑張ってもらいたいと思います。 

  続きまして、⑶について再質問をいたします。 

  文部科学省の有識者会議は、５月10日に学校の

運動部活動の指導者がやってはいけない体罰など

の行為と、指導として認められる行為の具体例を

盛り込んだガイドライン案を示しました。勝つこ

とのみを重視し、過重な練習を強いることがない

ようにすることが必要と、勝利至上主義を否定し

ていますが、現場の指導者と本市としてはどのよ

うに対応しているのかお伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） お答え申し上げます。 

  先ほどの最初の答弁でも申し上げましたように、

このガイドラインにつきましては、全国に発信を

されまして、今まで曖昧な指導というんでしょう

か、認識というか、そういったものがあった部分

につきましても、はっきりとした明確な指針が示

されたということであろうというふうに思ってお

ります。 

  それよりも、やはりもう一度私たちはスポーツ

の意義というものをしっかりと認識をして、その

意義をどう達成するかということを原点として、

スポーツ活動の指導に当たるべきというふうに私

は考えております。 

  ですので、本市におきましても、このガイドラ

インにつきましては、各学校に通知をし周知を図

っているところでございます。 

  また、私どもとはちょっと離れますけれども、

中学校体育連盟におきましても、同様にこの時期

に体罰根絶宣言というものを発信したり、あるい

は県としましても、部活動指導の手引というもの

もこれまでに出しておりますので、そういったも

のを総合的に移管しながら、今後望ましいスポー

ツ指導が進められるものというふうに思っており

ますし、私たちもそれを推進してまいりたいと思

っております。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 部活動の運営や指導が顧問

に任せっきりにならないよう、校長先生のリーダ

ーシップを強調していますが、教育長の考えをお

伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） 学校経営については、

校長先生に全てを委ねているわけでございます。

また、各部活動の指導については、それぞれ校務

分掌の中で顧問が割り当てられて運営をされてい

るわけですけれども、まず一番大切なことは、そ

れぞれの顧問が部活動指導の中で指導の困難性を

１人で抱え込まないということが大事だろうと思

います。追い込まれてしまって、あるいは短時間

に結果を求められるというような、そういうこと

ではいい結果は出てこないというふうに私は思っ

ておりますので、そういったものを敏感に各学校

の校長先生が把握をして適切に対応したり、ある

いは複数でその問題に当たっていく等、そういう

部分での校長先生のリーダーシップというのは大

変重要だろうと、こう思っております。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） そういった校長先生をサポ

ートするような研修会などは開かれているんです

かを伺います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 
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  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） 校長先生を対象とした

研修を年３回、それぞれ回ごとに喫緊の課題を取

り上げまして、それにどう取り組むかということ

を私たちと一緒に考えている、そういった研修が

ございます。 

  また、現在、私、市内35校全ての学校、それか

ら全ての教室の訪問を行っております。それぞれ

の学校固有の課題、あるいは先生方の様子、子ど

もたちの様子、そういったものをつぶさに見る中

で必要な支援をしてまいりたいと、このように思

っております。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 外部指導者の活用が効果的

とする中で、適切なスポーツ指導を行うための本

市の現状をお伺いします。また、これまでに研修

会はどのくらい開催をしたのかお伺いをいたしま

す。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） お答えを申し上げます。 

  この外部指導者の活用につきましては、先ほど

の部活動指導のガイドラインの中でも触れていた

ものだろうと思っております。 

  やはり子どもたちの指導に当たっては、より専

門性を持った方々が指導に当たるということが技

術力の向上につながるということは言うまでもな

いと思います。しかし、十分な各競技の指導力の

ある方が配置されるということでもない現状もご

ざいます。当然のことながら、私どもは教職員の

配置につきましては、できるだけ部活動の指導に

支障を来さないような配置に心がけているわけで

ありますけれども、今後もそういったものについ

ては、十分配慮していきたいと思っております。 

  指導者に対する研修でございますけれども、本

市としましては、スポーツ少年団の指導に当たる

方々を対象にしまして、年間２回、夏それから年

明けに実施をしまして、子どもたちにより適切な

指導に当たるためにはどういうことが必要なのか、

指導者としてどういうことを心得ておくべきかと

いうことを専門的な識見をお持ちの方をお招きし

て、指導、指導者の研修会を実施しております。 

  また、中学校につきましては、私どもではあり

ませんけれども、学校体育連盟のほうで部活動指

導者に対する研修会を持っているというような現

状にございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 十分に理解をするところで

あります。 

  それでは、⑷について再質問をさせていただき

ます。 

  教師が児童生徒及び保護者はもちろん地域住民

から、さらに信頼される研修会とはどのようなも

のなのか具体的にお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） 先ほどもお答え申し上

げましたように、本市におきましては、さまざま

な教職員向けの研修を実施しているところでござ

います。 

  しかし、先生方が学校を離れるということにな

っては、本来の仕事に支障を来すわけであります

ので、その辺のところをうまくバランスをとりな

がら、研修の充実改善を図っているわけですけれ

ども、何といっても、信頼されるためには、やは

り私は常々申し上げておりますが、先生方一人一

人が子どもたち一人一人にしっかりと向き合って

いく、一人一人の子どもたちの後ろには保護者が

いるわけですので、その保護者がどういう思いを

持っているか、そこまでしっかりと担任あるいは
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教科の指導におきましてもそうですが、常々そう

いった思いをしっかりと受けとめて、それに応え

ることをしていくこと、それが何といっても信頼

されることにつながるんであろうというふうに思

っております。 

  各種の研修会を通して、あるいは先月は市内全

教職員を対象とした研修がございまして、私がお

話を申し上げる機会がございましたので、その点

につきましても強調して話をしたところでござい

ます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 教育長、子を持つ親として

は、こういったことで教師が萎縮してしまうんで

はないかと、悪いことがあっても注意できないよ

うな先生になってしまうんじゃないかという部分

を非常に危惧するところなんです。だから、教師

が萎縮しないための本市の取り組みをお伺いしま

す。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） それぞれお答え申し上

げたいと思います。 

  今申し上げましたように、先生方、教職員は児

童生徒理解をしっかりとして、それに立った指導

をしていくこと、それが大切だろうと思います。 

  ですので、この体罰調査に起因して、さまざま

な資料等が、あるいは通知等が出ておりますので、

そういったものを周知徹底を図ること、そこで理

解をしっかりとするということが大切だろうと思

っております。 

  しかし、それ以上に、私たちは各学校の教育活

動、あるいは先生方一人一人の努力というものを

しっかりと認めていかなければならない。そして、

それを応援することが大切であろうと。そして、

先生方自身が何よりも自信を持って教壇に立って

子どもとしっかりと向き合っていく、そういうこ

とが大事だろうと、こう思っておりますので、何

度も申し上げますけれども、引き続き各学校と連

携を図ってまいりたいと、こう思っております。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 教育長にいい答弁をもらっ

ています。那須塩原市の先生頑張ってくださいよ

というような形で、そういった場面に直面したら、

ぜひはせ参じ教育長のところに行けば、いい答え

が出るんじゃないかなと思って期待をしています。 

  最後の５の再質問に入ります。 

  体罰問題には、教育現場での暴力行為を指導の

一環と捉える誤った考え方など、指導者の個性や

能力が大きく関与していると思います。指導の最

終手段が暴力行為に結びついてしまうのは、指導

者の指導力不足にほかならないと考えますが、教

育長の考えをお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） 体罰問題につきまして

は、やはり指導者一人一人の指導のあり方に大き

くかかわる部分でございます。ただそこに行き着

く要因、原因あるいは背景等を探っていく中で、

ひとつ気になるのは、やはり先生方、教職員がゆ

とりを持って子どもの指導に当たる、そういうこ

と、そういう環境をつくるということがとても大

事だろうと思います。 

  結局、結果を短時間のうちに出さなきゃならな

い、求めなきゃならない、そういうような状況に

あると、場合によっては指導者が焦ってこういう

行為に及んでしまうということも過去の例を見て

みますとありました。そうならないような環境づ

くりというものをしっかりとしていかなきゃなら

ないと同時に、正しいことは正しい、悪いことは

悪いというふうにきちんと教えるということも当
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然のことながら大事なことでございます。そうい

うことを今後とも各学校現場とともに考えながら、

より望ましい教育活動が展開できるようにしてい

きたいと、こう思っております。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 教育長、本当に答弁ありが

とうございました。これをきっかけに３月にも質

問させていただきました。暴力は絶対だめなんだ

と。僕も小中学校のときに、先生にはそうでもな

かったですが、やはり先輩にかなりいじめられた

りとかして、その後、この間も言ったように、暴

力されると絶対顔を忘れないですよ。今度自分が

上級生になると繰り返すんですよね。多分その後

輩も、嫌な先輩だったなとは思っていますが、た

またま今回の新人で相馬剛君が僕の後輩で議員に

なってきました。彼は多分そういったことをしな

かったので甲子園に行けたんですよね。だから、

そういうことを考えると、どこかのところで勇気

を持って根絶しないといけないと思っています。

３月にも言いました。いじめっ子の私としては、

いじめている人の気持ちはわかるんですが、いじ

められている気持ち、体罰もそうなんですが、そ

の辺は永久的な課題かもしれませんが、教育長の

積極的な取り組みが那須塩原市の体罰の根絶にな

ると思います。ぜひ本市の体罰問題の根絶に向け

たさらなる取り組みに期待し、この項の質問を終

了させていただきます。 

○議長（中村芳隆君） 途中ですが、ここで昼食の

ために休憩いたします。 

  午後１時、会議を再開いたします。 

 

休憩 午後 零時０１分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（中村芳隆君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） ２、小中学校の施設整備

（トイレ）について。 

  小中学校耐震改修工事は、平成27年度を最終目

標とする耐震改修計画が策定され順次整備が進ん

でいます。 

  そこで、今回は小中学校におけるトイレ整備の

以下の点についてお伺いします。 

  ⑴本市の小中学校のトイレの設置状況（和式、

洋式等）と設置基準についてお伺いします。 

  ⑵本市の小中学校のトイレについて、今までに

何か利用上の問題点はあったのかお伺いします。 

  ⑶トイレの洋式化をどのように考えているのか

お伺いします。 

  ⑷今後のトイレ整備についての取り組みをお伺

いします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） 小中学校の施設整備

（トイレ）についてお尋ねがございますので、⑴

番から順次お答えをいたします。 

  小中学校の和式と洋式トイレの設置状況につい

てお答えをいたします。 

  現在、本市の小中学校においては合計1,533器

の大便器があり、うち洋式は507器で洋式率、こ

ういう言葉があるのかどうかあれなんですが、洋

式化率、これが33％、全体に占める洋式トイレの

比率が33％となっており、小中学校とも和式トイ

レが多い状況であります。 

  また、設置基準については、「小中学校のトイ

レの適正器具数の算定方法」により学級定数と学

級数から利用人数を算定し、設置個数を決めてお
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ります。 

  続きまして、今までに利用上の問題点はあった

かについてお答えをいたします。 

  これまで小学校低学年の児童の中には、家庭で

洋式トイレになれているため、和式トイレがうま

く使えないことがあると、こういう声を学校から

聞いてはおります。 

  次に、トイレの洋式化をどのように考えている

かについてお答えをいたします。 

  家庭トイレの洋式が進んでいる中、現在、現場

からは洋式化への要望も聞いております。一部か

らは学年が上がるにつれ、人が座った洋式便座に

座ることに抵抗を感ずるという声も聞かれたりい

たしますが、一方、けがなどのために洋式が必要

な児童生徒もいます。また、学校開放などにより

さまざまな人が利用することから、和式と洋式を

適切に選択し、トイレ改修の年次計画を立ててい

く必要があると考えております。 

  最後に、今後のトイレ整備についての取り組み

についてお答えをいたします。 

  現在のところ、トイレの年次改修計画は作成は

しておりませんが、これまでは平成27年度完了予

定の小中学校の耐震改修工事にあわせて順次トイ

レの洋式化も行っております。 

  耐震改修終了後の平成28年度からは、既存校舎

の改修に含めて、トイレ洋式化に向けた年次改修

計画を作成し整備を進めてまいりたいと、このよ

うに考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） ご答弁ありがとうございま

す。 

  それでは、小中学校の施設整備（トイレ）につ

いて、⑴、⑵、⑶、⑷については関連をしており

ますので、一括して再質問をさせていただきます。 

  小中学校のトイレの現状においては十分に理解

をするところであります。 

  洋式は507器、洋式化率は33％という答弁をい

ただきましたが、ウオシュレットつきの洋式便所

はあるのかお伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） ただいまのご質問であ

りますウオシュレットの設置状況でございます。 

  洋式のトイレ507器というふうに申し上げまし

たが、そのうち小中合わせて63器、比率で言いま

すと12.4％がウオシュレットの設置状況というこ

とになります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、部長にお伺いし

たいんですが、ウオシュレットつきの洋式トイレ

のない小中学校はありませんよね、お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） ウオシュレットがない

学校については、現在ございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） そうなんですね。であれば、

一刻も早くつけてもらいたいと、その辺は要望し

ておきます。 

  続きまして、トイレの改修は必要不可欠だと思

いますが、本市の考えをお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） 先ほども申し上げまし

た答弁、繰り返しになろうかと思いますけれども、

いずれにいたしましても、和式、洋式との適切な

選択、選定、これらを見きわめながら年次改修計

画を立てながら、トイレの洋式化に向けた準備な
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いしは事業実施を考えていきたいと、このように

考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 昔の三種の神器はカラーテ

レビ、洗濯機、冷蔵庫だったんです。今は液晶テ

レビ、食洗機、そしてウオシュレット、ぜひウオ

シュレットつきのトイレにしてもらいたいと、切

に要望いたします。 

  また、ちょっと細かい話になりますが、洋式の

トイレは今ほとんどがタンクつきのトイレだと思

います。これも、ランニングコストを考えるとタ

ンクレスのトイレにしたほうがいいと思いますの

で、ぜひこれも検討し要望をいたします。 

  最後になりますが、学校開放などにより地域の

皆様も利用することから、モデル地区を作成しい

ろいろな試行錯誤をし、実証実験をしてみてはど

うか、洋式のトイレにです。そういったことを考

えてみてはどうか、本市の考えをお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） ただいまのご提案とい

いましょうか、そのものを受けとめたいと思いま

すが、現に学校開放といいましても、教室等を使

う場合、あるいは屋外の運動施設を使う場合、さ

まざまでございまして、屋外の設置状況、こうい

ったものを見ながら、当然先ほど申し上げました

改修計画等も含めて計画を練っていきたいとは考

えておりますが、モデル地区に指定するかどうか

は、いずれにしましても、その全体計画の中で今、

議員提案があった内容等も精査しながら盛り込ん

でいければなと考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 食事の後の話ですので余り

長く引っ張るとあれなんですが、ぜひウオシュレ

ットつきのトイレをどんどん１器でも２器でもふ

やしてもらって、子どもたちの環境の整備に努め

ていただければと思います。 

  この問題については、明日、星議員が質問しま

すので、私はこの辺でやめておきますので、どう

か明日よろしく丁寧なご答弁をしてもらいたいと

思います。 

  それでは、続きまして、３、観光行政について。 

  先日、「県庁おもてなし課」という映画を見て

まいりました。観光立県を目指し、文字どおり、

おもてなしをする心で県の観光を盛り立てるとい

うコンセプトで親しみやすさを狙って、その課名

はついたとのことです。 

  このような「ふるさとに恋する観光小説」の映

画化によって地方の観光が元気になることを期待

し、また映画の中であった「観光発展のために独

創性と積極性を持ってどんどん企画を立案してほ

しい」という県知事の訓示を本市の観光に対する

私の思いを込めまして、以下の点についてお伺い

します。 

  ⑴平成24年度における本市の観光客の入れ込み

数及び宿泊数は増加をしていますが、主な要因を

どのように捉えていますか。 

  ⑵平成25年度の主要事業の「活力を創出するま

ちづくり」の中で、「風評被害払拭による影響が

大きい観光業では引き続きテレビ、ラジオ、新聞

等の各種メディアを活用した観光ＰＲ活動を行う

とともに、首都圏を中心とした観光誘客活動を積

極的に進めてまいります」とありますが、具体的

な内容をお伺いします。 

  ⑶４月から政策審議監の木下昭彦氏が就任され

ましたが、今後の本市の観光戦略の概要をお伺い

します。 

  ⑷本市の観光のポテンシャルをどのように捉え
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ているのかお伺いします。 

  ⑸今年度は本市の観光を盛り上げるためにどの

ような活動をするのか、具体的にお伺いします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） 櫻田議員の質問に順次お

答えをいたします。 

  まず、観光行政⑴から⑸までありました。 

  平成24年度の観光客の入れ込み数及び宿泊数が

平成23年度と比較して増加している要因について

の質問でございます。 

  平成24年の観光入れ込み客数は約952万人で、

平成23年の812万人に比べて140万人、これ全て約

増、率にして17.2％と大きく増加いたしました。

また、宿泊数においても、平成24年が92万人で、

平成23年の84万人に比べて８万人、率にして

9.5％増加しております。 

  増加した主な要因としては２つほど考えられま

す。 

  １つ目としては、県内や首都圏において風評被

害払拭に向けた農畜産物・那須塩原ブランド商品

の展示即売を実施し、あわせて本市の観光の魅力

を発信してきた成果であると考えておりますが、

あわせて危機感を持った業界の皆さんが個人的に

大変努力を重ねてきた、この相乗効果だったと思

います。 

  なお、このキャンペーンは平成23年度から平成

24年度の２年間で延べ349日間実施をいたしまし

た。 

  ２つ目として、栃木県域テレビ、ラジオ、新聞

及び市や観光協会のホームページなどの各種メデ

ィアを活用し、旬の観光情報を継続的に発信して

きたことも挙げられます。 

  平成24年度入れ込み客数及び宿泊数は増加して

おりますが、依然として東日本大震災以前の数字

に戻っていないことから、今後とも県内及び首都

圏に向けた情報発信を継続的に行っていく必要が

あると考えております。 

  次に、各種メディアを活用した首都圏を中心と

する観光誘客事業の具体的内容についてお答えい

たします。 

  メディアの１つであるテレビについては、栃木

県及び埼玉県域テレビにおいて、本年３月から毎

週１回本市の各種イベントや旬の観光情報を放映

しております。 

  また、ラジオ放送については、県内及び首都圏

の主要ラジオ局とタイアップして、本市のさまざ

まな魅力について積極的に情報を発信していきた

いと思っています。 

  そのほか、地元新聞紙や首都圏に投下される新

聞紙に観光誘客に関する広告記事の掲載を予定し

ております。 

  さらに、ＪＲ東日本とのタイアップを強化し、

首都圏の駅構内に本市のパンフレットや観光ポス

ター等を掲示しＰＲを行っていきたいと思ってい

ます。 

  これらテレビ、ラジオ、新聞広告及びＪＲ東日

本とのタイアップなどメディアミックスを活用し

たＰＲを行うことにより、首都圏マーケットに対

し誘客効果を一層高めていきたいと思います。 

  次に、今後の本市の観光戦略についてお答えい

たします。 

  本市の観光戦略といたしましては、観光地とし

ての質の向上と効果的なプロモーションの２つを

柱として進めてまいります。 

  まず、マーケットニーズに対応した、いわゆる

観光客が求める観光素材である温泉、食べ物、見

どころ、お土産等を磨き上げることにより、質の

向上を図ってまいります。 
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  次に、プロモーションにつきましては、主たる

マーケットである首都圏に対し、先ほど申し上げ

ましたメディアミックスの活用を図り、波状的な

情報発信を行うことにより、本市の認知度を高め

てまいります。 

  次に、本市の観光のポテンシャルについてお答

えいたします。 

  本市は古きよき情緒ある温泉、食べ物及び見ど

ころなどすばらしい観光資源が多く存在し、特に

レトロ感あふれる温泉郷は貴重な財産であり、観

光の大きなポテンシャルとなって観光の目玉とな

っており、ポテンシャルは非常に高いと思ってお

ります。 

  また、泉質豊富な塩原温泉11湯、湯治で有名な

板室温泉など中長期滞在型ヘルスツーリズムのポ

テンシャルも高いと思われますが、全国的にはそ

うした観光資源がほとんど認知されていない状況

にあると考えております。 

  たまたま先日、大分県竹田市の市長、多分日本

で最初にヘルスツーリズムを行った竹田市ですけ

れども、市長と直接お会いしてお話を伺いました。

参考になるところは大変多かったと、こういう状

況でございます。 

  次に、⑸の本年度の本市の観光を盛り上げる活

動についてお答えいたします。 

  今年度の具体的な活動につきましては、⑶でお

答えしました本市の観光戦略を着実に推進してい

くこととあわせて、行政や観光関係団体及び関係

者がそれぞれ危機意識を持って自己研さんを図り

ながら、誘客と品質管理の向上に取り組むことが

最優先である、これが課題であると考えておりま

す。 

  観光の目玉としては、春は花、秋は紅葉とよく

言われますが、本市の観光資源として、紅葉は無

論のこと、これに匹敵する集客力のある春の花の

推進や中長期的な視点に立ったインバウンド観光

戦略にも取り組んでいきたいと考えております。 

  第１回の答弁といたします。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 市長、答弁ありがとうござ

います。 

  それでは、順次再質問をさせていただきます。 

  改めて、観光客入れ込み数はどこでとっている

のかお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） それでは、ただい

まのご質問、統計はどこでとっているのかという

ことにつきましてお答えをさせていただきたいと

思います。 

  本市の中で、観光利用が目的といたしました代

表的な施設などで入れ込み数のデータをとってい

るということでございます。例えば、塩原地区に

おきましては、箱の森プレイパーク、もみじ谷大

吊橋、それから塩原温泉湯っ歩の里など、黒磯地

区におきましては、那須ガーデンアウトレットな

ど、旧塩原地区で19カ所、それから旧黒磯地区で

24カ所、旧西那須野地区で10カ所の合計53カ所で

データをとっております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、観光客入れ込み

数の増加の要因は、那須ガーデンアウトレットの

増床が一番大きな原因と思われますが、所感をお

伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 増加の要因につい

てのお尋ねでございますけれども、特に那須ガー

デンアウトレットは本市の中でも代表的な観光商
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業施設ということでございます。昨年の７月19日

に増床されまして、集客力を増したところでござ

います。本市の観光客入れ込み数の増加のそれが

大きな要因になっているということで考えてござ

います。 

  それから、所感ということでございます。入れ

込み客が１カ所でかなり集客力がございます。ま

た、買い物の魅力を感じて、おいでいただいてい

る方が大勢いらっしゃるということでございます。

この施設に来られる方々をこの地域で回遊してい

ただくということが観光戦略上、大変必要なこと、

重要なことだということで考えております。 

  そういった中で、そこでのいわゆるさらなる情

報発信、あるいは観光地の魅力といったようなも

のをさらに高めて、そういったお客さんを回遊し

ていただけるような方向に持っていけたらという

ように考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 増加している原因なんです

が、県内や首都圏を中心に風評被害払拭に向けた

情報発信は本市としては非常に評価される取り組

みだと思います。 

  ですから、さらなる取り組みについてお伺いを

いたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） さらなる情報発信

の取り組みということでのお尋ねでございますが、

さらなる取り組みといたしましては、巨大な観光

マーケットであります首都圏に対しまして、本市

の認知度を高めるための情報発進を強化していき

たいということで考えております。 

  主たるマーケートを見きわめ、テレビ、それか

らラジオ、ＪＲ東日本と連携をした効果的な観光

プロモーションに取り組んでまいりたいと考えて

おります。 

  特に、メディアミックスによる相乗効果という

ものを高めてまいりたいということで考えており

ます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） さらなる取り組みに期待を

しています。 

  キャンペーンの実施については、平成23年度か

ら平成24年度の２年間で延べ349日間を実施した

という答弁がありましたが、具体的な内容につい

てお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） キャンペーンの具

体的な内容ということについてのお尋ねでござい

ますけれども、本市あるいは観光協会等の団体で

行った延べ日数というのは111日でございます。

キャラバン隊で行った延べ日数は238日となって

おります。 

  キャンペーンを行ったそのエリア、どこで行っ

たかということでございますけれども、市内が

132日、それから県内が63日、それから県外が154

日ということでございます。 

  県外のキャンペーンにつきましては、東京都内

や埼玉県、あるいは横浜市、茨城県など首都圏を

中心に実施をしております。そのほか、平成24年

度にオープンをいたしました東京スカイツリーや

東京ビッグサイト、それから東京ドームなどでご

ざいます。なお、とちまるショップにおきまして

は、年間、那須塩原市の割り当て日として23日間

ございましたので、そちらにおいても積極的なＰ

Ｒを行ってまいりました。 

  以上でございます。 
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○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 部長、それでは宿泊数増加

に向けた情報発信の具体的な内容についてお伺い

します。また、継続的にどのような形で発信をす

るのか計画をお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 宿泊者増加に向け

た情報発信と継続的な情報をどのように発信して

いくのかというお尋ねでございます。 

  具体的な取り組みといたしましては、先ほど申

し上げましたとおり、首都圏向けのラジオ及びＪ

Ｒ東日本とのタイアップによる観光プロモーショ

ンを中心としたメディアミックスによる取り組み

を予定しております。 

  その際、本市観光地の魅力であります塩原温泉、

それから板室温泉の豊富な天然温泉に加え、古き

よき時代のレトロ感あふれる温泉郷のよさを前面

に出して情報発信をしていきたいと考えておりま

す。 

  継続的に申しますのは、首都圏向けのラジオ等

を活用した情報発信をずっと行っていくというこ

とでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、⑵の再質問に入

らさせていただきます。 

  各種メディアを活用した首都圏を中心とする観

光誘客事業の具体的な内容についての答弁をもら

いましたが、その中でメディアの１つのテレビに

ついて、栃木及び埼玉県域のどのようなテレビを

利用し、また視聴率がわかればお願いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） テレビの、いわゆ

る栃木、それから埼玉県域テレビでのどういう番

組かということと視聴率のお尋ねでございます。 

  テレビにつきましては、栃木県域テレビにつき

ましては、毎週日曜日の12時55分から13時までの

５分間でございます。番組名は「那須塩原すてき

マップ」という番組でございます。埼玉県域テレ

ビでは、毎週土曜日になりますが、やはり12時55

分から13時までの５分間の番組を放映していただ

いているという状況でございます。 

  それから、その情報の中身でありますけれども、

それにつきましては、テレビでございますので、

旬の情報の発信というのはもちろんですけれども、

那須塩原ブランド認定品の紹介でありますとか、

その季節ごとの話題となる観光情報の発信という

ものを行っております。 

  それから、視聴率についてでございますが、視

聴率についてはちょっと把握はしておりませんの

で、数値として申し上げることはちょっとできま

せんが、テレビ局との仕様の中では視聴率の高い

時間帯を放映していただきたいということでお願

いをしているわけでございますが、そうした中で、

昼休みというのは比較的視聴者が多い、視聴率が

高いということで言われておりますので、そうい

った時間帯を狙って放映をしていただいていると

いうことでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 部長、それでは、今定例会

の中で補正予算の中にもありますが、新規事業、

観光情報のラジオ放送の発信についての具体的な

内容とどこのラジオ局とタイアップするのか、本

市の考えをお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） どこのラジオ局と
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タイアップしていくのかというお尋ねでございま

すけれども、今般の補正予算でお願いをしてござ

いますけれども、首都圏向けの、これはラジオ局

名まではちょっと申し上げられませんけれども、

民放ＡＭラジオ局とタイアップを行いまして、毎

週５回、情報番組の中で本市のＰＲを１回につき

20秒程度ということになりますが、そういったも

のを定期的に放送していきたいと考えております。 

  そのほか、パブリシティーとして特別枠の本市

観光特集番組を数回放送することも現在考えてご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 部長、視聴率なんですが、

ラジオの場合はリスナー１％で40万人のリスナー

がいると言われていますが、非常に有効的な情報

発信の場ではあると思うので、ぜひこの補正予算、

全力で私も通したいと思いますので、さらなる情

報の発信に努めてもらいたいと思います。 

  また、地元新聞紙の広告記事の掲載の今後の具

体的な予定と過去の反応についてお伺いをいたし

ます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 新聞記事について

の具体的な予定と、それから過去の反応について

というお尋ねでございますけれども、平成24年度

におきましては、地元新聞紙やそれから埼玉県及

び福島県の新聞に７月と10月に掲載をさせていた

だきました。そのほか、12月にも発行いたしまし

たけれども、12月は県内のみということでござい

まして、合わせまして３回、広告記事を掲載させ

ていただきました。 

  具体的な数値、いわゆる反応ということでござ

いますけれども、これにつきましては、こちらへ、

観光地へおいでになった方々、情報としてはその

新聞を見て、その案内によってこちらへ来ました

よという声なども聞かれてはおりますけれども、

実際こういった新聞広告等を媒体に情報を発信し

続けてきたということによって、本市の知名度と

いうものが大変高まってきているのではないかと

いう認識を持っております。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 前回は新聞の広告に出てい

たと思うんですが、今回もそういったビジュアル

的な部分であれば、ぜひ市長に牛柄のはっぴを着

てもらうとか、みるひぃ君と握手をしてもらって

いる絵、そういった写真なんかを利用しながら、

本市の強いところを十二分に紙面に出してもらい

たいと思います。 

  また、先ほどの答弁で那須塩原ふるさと出前キ

ャラバン隊についてなんですが、今現状は恐らく

休止しているような状態だと思います。緊急雇用

という部分のお金を利用しながらやっていたと思

うんですが、ずっと前から、この事業に関しては

本市のプロパーの事業であります。部長とも非常

に効果があるというような部分で共通認識のもと

行っていた事業でありますが、今後こういった事

業に関して復活の道はあるのか、部長の考えをお

伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいまキャラバ

ン隊を復活する予定はあるのかというお尋ねでご

ざいますけれども、昨年度から実施しております、

いわゆるキャラバン隊フェイストゥフェイスの効

果というのはそれなりにあるということでお話し

申し上げてまいりました。 

  本年度におきましても、既にキャラバン隊とし

ての事業とは別に、４月に行われましたホビーク
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ッキングフェアでありますとか、あるいはこれか

ら予定をしているふるさと祭り東京でありますと

か、あるいはとちまるショップなどを活用させて

いただきまして、直接ＰＲに努めてまいりたいと

いうふうに考えておりますし、また費用対効果と

いうことも十分考慮しながら、メディアミックス

の活用によってより効果の上がるそのＰＲに努め

てまいりたいと考えております。 

  それから、先ほど申し上げて、答弁漏れてしま

ったんですが、新聞紙のこれからの予定というこ

とで、ちょっとつけ加えさせていただきたいと思

いますけれども、本年度につきましては、掲載内

容をより効果的なものを検討していくという考え

方に立ってございますが、特に観光客が動きます

秋に地元紙と、それから今年度につきましては、

東京都下、東京の東部と北部に新聞の広告を掲載

する予定をしてございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 実は部長、５月終わったこ

ろに日本プロ、烏山城でゴルフのトーナメントが

ありました。そのときにギャラリーブースにこの

キャラバン隊が出ていて、多分ワインを試飲させ

たりとか、地元の観光を宣伝したと思うんです。

また、うわさに聞くとハンターマウンテンで現場

に行って誘客活動に努めたと非常にフェイストゥ

フェイスとしては、何というか古い手法なのかも

しれませんが、非常に効果的であるし、また本市

としては、ゴルフ場も数ありますし、そういった

部分に積極的に出向いてやっていくという効果も

今までにはなかったと思います。 

  だから、ぜひこういった事業のノウハウがせっ

かくあるわけですから、引き続き存続をしてもら

いたいと、その辺は強く要望をいたします。ぜひ

前向きに検討をしてもらいたいと思います。 

  また、テレビ、ラジオ、新聞及びＪＲ東日本と

のタイアップなどのメディアミックスを活用した

ＰＲ等についてのタイムスケジュールについてお

伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） メディアミックス

を活用したＰＲのタイムスケジュールということ

についてのお尋ねでございますけれども、現在放

映しております、先ほど申し上げました栃木県域

テレビ、それから埼玉県域テレビ、それとあわせ

ますと、本年秋から首都圏向けのラジオ及びＪＲ

東日本とのタイアップによるプロモーションを開

始していきたいということで考えてございます。 

  このように、ことし秋から本格化するこのメデ

ィアミックスによる情報発信とともに、来年春に

は、栃木県がＪＲ東日本の重点販売地域に指定さ

れます。そういったことから、より相乗効果を増

すのではないかということで考えてございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、⑶の再質問に入

らさせていただきます。 

  ４月から政策審議監の木下昭彦氏が就任され、

市内で講演を行っています。非常に観光事業者か

らは評判がよく、現場の意識改革はもちろんのこ

と、政策審議監の登用には改めて市長に敬意を表

します。まさしく、これも観光への変革の一歩だ

と理解をするところです。 

  木下氏の戦略もわかる範囲で説明をお願い申し

上げます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 木下審議監の観光

の戦略ということでのお尋ねでございます。 

  地元新聞紙等でも既にご存じのとおりでござい
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まして、産業観光部に配属になった木下審議監に

おきましては、本市の観光戦略について現在精力

的に講演等を各地で行っていただいております。 

  審議監は本市の温泉地が2008年度の旅行業界紙

による調査でございますが、そこで日本温泉百選

で18位だった塩原温泉が翌年度に選外に落ちてし

まったという状況がございます。こういった、い

わゆる選外になったままになっているという状況

を非常に憂慮しているということでございます。 

  そういった中で、先ほども最初にご答弁申し上

げましたように、古きよき時代、温泉、レトロと

か言われているものもございますけれども、そう

いった温泉地でありますと、あるいはオールドツ

ーリズムへのやはり回帰というのが非常に重要に

なってきているという状況でございます。 

  このためには、良質なプロモーションと観光地

の質の向上の２つを柱とした観光戦略の必要性を、

それを訴えておられます。 

  さらに、将来的な目標、これは目標ということ

にあくまでもなりますけれども、10年後には日本

で最高峰の温泉、観光都市を実現するという観光

ビジョンを描いておられますので、この実現に向

けて我々の観光行政初め、観光団体、それから関

係者が一体となって、このビジョンに向かって取

り組んでいくことが大変重要なのではないかとい

うことで認識をいたしております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 私もけさほど木下審議監と

会ってお話をしてきました。彼の燃えている目、

久しぶりにもう熱気に満ちた、血走っている目を

見ました。本当に10年後に最高峰を目指すという、

この目標はすごいハードルは高いと思いますが、

こういったものを今まで掲げた観光のビジョンも、

４年前から少しずつ質問をしてきましたが、こう

いった強烈な人がいなかった。しかし、今回は阿

久津市長がそういった部分で招聘をしてくれたこ

とには非常に感謝をしています。恐らく２カ月で

市内の観光業者の気持ちも幾らかは変わったと思

っております。木下審議監に関しては、３年しか

いませんので、私たち議員もそうですが、庁内の

皆様方もぜひここの観光地が10年後に最高峰にな

るように足を引っ張らず、お手伝いをしていただ

ければ幸いだと思っています。 

  ここの那須塩原市の観光地、特に塩原、昔は

150万人の宿泊客があったと、今は恐らく90万人

を切っている。板室に関しては、33万人の観光客

が11万人まで落ちている。であれば、だめな観光

地を再生する木下審議監物語でもつくって、サク

セスストーリーを後に那須塩原で発表できるよう

な、そういった力強いものにしていただければと

思っています。 

  また、本市の観光戦略の２つのプロモーション

の柱についてお伺いしますが、温泉、食べ物、見

どころ、お土産等の質の向上を図ると答弁をもら

いましたが、具体的にどのような形で質を図るの

か説明をお願いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 質の向上を具体的

にどのように図っていくのかというお尋ねでござ

います。 

  良質なそのプロモーションにつきましては、先

ほどお答えしたとおりでございますが、質の向上

につきましては、ホテルあるいはその旅館が地元

の旬の食材を生かした新鮮、安全、安心、そして

おいしい、そういった朝食やデザートを提供でき

るような体制づくり、そのほか、地域ならではの

お土産品の提供、また景勝地の回遊ができるよう

な体制というものを検討してまいりたいと考えて
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おります。 

  さらに、本市観光関係者の意識を高めていくと

いうことが非常に重要であるということで考えて

おりますので、おもてなしの心と、それからサー

ビス精神の向上、こういったことを図ってまいり

たいというふうに思っています。 

  特に、温泉地というのは、あるいは観光地とい

うのは、特に宿泊などについては特にそうであり

ますけれども、くつろぎと癒やし、それから非日

常というものを提供する場であるということから、

地域全体でホスピタリティー精神を醸成していく

ということも重要なファクターになるのではない

かというふうに思っています。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 部長、日経の新聞の発表だ

ったと思いますが、東日本で二期倶楽部さんの朝

食が東日本で１位、飲みたい梅酒は菊の里さんの

梅酒が３位と、近隣の市町にはそういったもうト

ップを位置づけられるものがあるので、ぜひそう

いったものを参考にしながら、１泊２食のスタイ

ルで終わりよければ全てよしじゃありませんが、

そういった食べ物の特に朝食、ほかの温泉地でも

気づいていると思いますが、例えば塩原、板室に

泊まって、別にマグロを食べなくてもいいんです

よ。そういった地産地消、もしスッポンでも何で

もいいと思うんですが、いろいろなものを利用し

ながら戦略的に考える余地は十分にあると思いま

す。 

  それが、本市のもちろんポテンシャルの高さで

ありますし、今も旅行している人たちが旅行をか

なり情報もとっていますので、横並びの観光地よ

りは特出したような、そういったものがこの地域

には必要だと私は思っておりますので、ぜひその

辺も前向きに検討をしてもらいたいと思います。 

  海外には、シティ・マネジャーと呼ばれる専門

家によって自治体経営を行わせる方式があります。

シティ・マネジャーは、選挙ではなく、市長や議

会から任命され、市長や議会が定めた政策を最も

高い費用対効果によって実現することを使命とし

ています。政治的には厳正中立を求められ、自分

自身が政策を決定するものではなく、市長や議会

が政策判断を行う場合に、必要な客観的な情報を

整理分析し選択肢を提示します。提示する選択肢

には、経済的、法制度的な検証を行い、長所、短

所を明示することが求められます。市長や議会が

政治的な思惑、あるいは個人的な利害で政策を決

定することがないよう、選択の短所を明示し、政

治家が責任を負うことを求めるという効果があり

ます。 

  ぜひ、木下氏にはよそ者が地域を救う、行政の

皆様には本市の観光は木下氏と心中するぐらいの

気持ちで頑張ってもらいたいと思います。私も十

分に応援をさせていただきます。 

  それでは、次の再質問に入らせていただきます。 

  本市の観光ポテンシャルの高さは十二分に理解

をするところでございますが、地域のことは地域

の人が一番よくわかっていると言われることがあ

りますが、地域にいるから気づかないこと、気づ

いていても言えないことも多いと思います。 

  そこで、本市の観光を活性化、盛り上げるには、

その地域の人の責任ですが、地域の人が気づかな

い点に光を当てて参考にしてもらうという形での

お手伝いは簡単にできると思います。例えば、本

市の観光を客観的に把握してもらい、人間の健康

と同じく健康診断をし、病状を把握し、短所を補

い、長所を伸ばしていくようなアドバイスやコー

ディネーターとしての行政のかかわり方について、

本市の考えをお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 
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  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいまアドバイ

スやコーディネーターとしての行政のかかわりと

いうことについてのお尋ねでございます。 

  観光行政を進めるに当たりましては、観光協会

を初め、各種関係団体と連携を図りながら進める

ということが重要でございます。本市は本当に高

いポテンシャルを持っておりますので、それを十

分生かせられるような、市といたしましては、コ

ーディネーターとしての役割をしっかりと認識を

いたしまして、それらをもとに積極的に取り組ん

でまいりたいというように考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） ぜひ積極的に取り組んでい

ただきたいと思います。 

  それでは、最後の⑸の再質問に入らせていただ

きます。 

  今年度の具体的な活動についての答弁をいただ

きましたが、ことしのゴールデンウイークは何か

無策だったような気がします。政策審議監が来る

というようなこともあったんだろうとは思います

が、ことしのゴールデンウイークは１回だけしか

来ません。来年はまた来年のゴールデンウイーク

が来ます。これは当たり前なんですが、ですから、

行政としても、しっかり危機感を持って取り組ん

でもらいたいと思います。逃がした魚は、部長、

大きいんです。紅葉の時期の具体的な取り組みに

ついての計画をお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ゴールデンウイー

クの話がちょっと今出されました。これからの紅

葉に向けての取り組みというお尋ねでございます

が、実はゴールデンウイークにおきましても、ゴ

ールデンウイークに入る前に観光ＰＲ等をさせて

いただきました。テレビでありますとか、あるい

は東京で行われた、東京ビッグクサイトで行われ

ましたホビークッキングフェアでありますとか、

あるいはその他、観光誘客に向けたＰＲ活動を行

ってまいりました。入り込み数につきましては、

ほぼ前年並みという結果になってございます。 

  これから、秋の紅葉シーズンに向けての取り組

みということでございますが、先ほど来から申し

上げておりますように、テレビ、ラジオ、新聞、

それからＪＲ東日本とのタイアップを含めたメデ

ィアミックスによる波状的な情報発信を行って誘

客効果を高めてまいりたいというように考えてご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 秋の紅葉の節は塩原温泉が

１年で一番忙しい時期です。ぜひ積極的な取り組

みを期待しています。 

  それでは、最後に１点だけお伺いします。 

  昨日、下野新聞の１面にも出ましたように、イ

ンバウンド観光戦略にも取り組んでまいりたいと

答弁をいただきましたが、具体的な取り組みの内

容をお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 具体的なインバウ

ンドの戦略ということについてのお尋ねでござい

ますが、インバウンドの戦略につきましては、基

本的には中長期的な視点に立って取り組むという

考え方に立って進めていくということになります

けれども、今年度から上海に拠点を置いてインバ

ウンドに向けた取り組みを進めてまいりたいとい

うことで考えております。 

  これからといいますか、これはこれから有望な
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マーケットであります上海において、特に富裕層

をターゲットとした、そういう取り組みというこ

とで考えております。特に、富裕層の訪日の中で

も特に東京への観光客というのはたくさんおられ

るということで聞いておりますが、それをその中

から本市の観光地、塩原温泉でありますとか板室

温泉へ１泊でもこちらへ来ていただくといったよ

うな、そういう考え方も含めてインバウンド戦略

を考えていきたいということで考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 隣の日光市は、だいぶ市長

が台湾に通っているような報道をされていますが、

これも県内初ということで栃木県自体が中国の浙

江省と友好県を結んでいるとは思うんですが、上

海事務所の開設はもう来月に迫っているというよ

うな報道もされていますので、このことに関して

も、県内初、国・県とどのような連携をとってい

くのかということにもなりますが、その辺の詳細

が決まっていなければまだいいですが、もし少し

でも決まったことがあれば少し説明をしていただ

きたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 市長。 

○市長（阿久津憲二君） 私のほうから、これはと

ても長い経過が実はあります。というのは、私が

２年前に上海を訪問したときに、このときに各県

の事務所をお邪魔しました。福島県は福島から５

人、上海から２人で１つの事務所で約9,000万、

年間で使っておりました。ところが、誘客がうま

くいかない。３年間は人を覚えるのにとても苦労

したと。覚えてもなかなか中国の社会に入り込め

ない。そういうようなことをお聞きしましたし、

茨城も５人体制で、上海で事務所を張っておりま

した。なぜ張っているかというと、ほとんどの方

は日本の政治家も含めて、台湾や香港に行くんで

す。 

  ところが、実質として台湾、香港へ行くとそこ

で完結編、香港の市１つで受けとめて返事をする。

だけれども、本当の戦略というのは、中国本土へ

どう入るか、こういうことだと２年前に口がすっ

ぱくなるほど。栃木県はずるいと、福島空港へ10

人来ると福島は２万円の補助を出して10人以上に

全部２万出す。幾らお金使っているのかわからな

いけれども、会津へを行かないで日光、鬼怒川、

那須のほうへ行ってしまう。3,000万ぐらいもら

わないと。これは本当にちょっと冗談っぽい本当

の話だと思います。そういう経過を実際に拝見し

ておりまして、今回、木下審議監のお話がありま

したが、こういう形で報道になったような形で実

現できる。 

  特に、農産物の輸出なんですよ。これについて

も、私が回った限りでは上海周辺のデパートに栃

木県の農産物は米１粒ない、イチゴもない、よそ

の県はちょっとある。それは、それだけ努力して

やっているから。こういうことで、栃木県も中国

に派遣といっても香港に１人、間借りをしている

だけ。こういう状況ですので、何とかこういうと

ころで努力をして風穴があけば、県全体としても

ああ、こういう方法があると認識していただける

と思います。 

  なお、新聞で７月からと申し上げましたが、現

実としては、予算が通る前に何月からということ

は確定しているわけではございません。それから、

企業名が一部出ておりましたが、これについても、

確定した企業名ではない。ああいう方法で入り込

むと、こういうご理解をいただければ非常にあり

がたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 市長、答弁ありがとうござ
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います。 

  市長、あれですよね。「インバウンドいつやる

んですか」と言ったら、「今でしょう」という感

じですよね。わかりました。 

  落ちのいいところだったんですが、本当に震災

前も特に宿泊客数はよかったわけではありません。

やっとそこにお客さんが戻ってきてもまだまだで

す。那須塩原市の観光の復活と木下氏の強いリー

ダーシップに期待をし、この項の質問を終了させ

ていただきます。 

  それでは、最後の質問に入ります。 

  ４、スポーツを通した地域振興について。 

  平成23年７月に始まったサイクリングイベント

「那須高原ロングライド」は、那須地域の復興に

大きな効果をもたらしています。また、日本初と

なる地域密着型自転車チーム「那須ブラーゼン」

が発足し、サイクリングイベントで地域の元気を

発信していることから、以下の点についてお伺い

します。 

  ⑴スポーツイベントをどのように捉えているの

か、本市の考えを具体的にお伺いします。 

  ⑵スポーツを通し本市に住む人が地域に誇りを

持つことができ、さらに地域の活性化に寄与し、

行政と一体で推進できる活動はどのようなものが

考えられるのかお伺いします。 

  ⑶本市として、スポーツを通し何か地域振興の

計画はあるのかお伺いします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） ４、スポーツを通した

地域振興についてお答えをいたします。 

  まず、⑴スポーツイベントをどのように捉えて

いるのかについてでございますが、全国規模やプ

ロスポーツ等の大会でトップレベルのスポーツに

触れることは、市民のスポーツへの関心を高める

とともに、スポーツ人口の拡大や競技レベルの向

上にも重要な役割を果たすと考えております。 

  また、これらのイベントを通じて多くの参加者

等が本市に集うことにより、知名度アップやイメ

ージアップ、さらには観光地初め、市全体への経

済波及効果があると考えております。 

  次に、⑵スポーツを通し本市に住む人が地域に

誇りを持つことができ、さらに地域の活性化に寄

与し、行政と一体で推進できる活動はどのような

ものかについてでございますが、現在、市では関

東・全国レベルのスポーツイベントとして「関

東・東北学生トライアスロン選手権大会」、「那

須塩原ハーフマラソン」、「塩原温泉湯けむりマ

ラソン全国大会」等を多くの市民の皆様の協力の

もとに実施しており、まさにこれらはスポーツを

通した市民と行政の協働であると考えております。 

  今後は、さらに協働の力によりスポーツイベン

トの集客力の強化を図るとともに、地域の特色を

生かし、他の自治体にないスポーツの種目の振興

や新たなイベントの誘致等の取り組みについて検

討してまいりたいと考えております。 

  最後に、⑶スポーツを通して何か地域振興の計

画はあるかについてでございますが、既にご案内

のとおり、来年の10月に「ねんりんピック2014」

が栃木県において開催する運びとなっております。

本市はソフトテニス交流会場となることから、市

民の皆様との協働により、内外へのＰＲや本市の

特性を十分生かしたおもてなしにより、多くの参

加者がまた本市を訪ねてもらえるような大会にな

るよう努めてまいります。 

  また、今後においては、本市の特性を生かしな

がら、スポーツを通じての地域振興策について検

討してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 
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○議長（中村芳隆君） 質問の途中ですが、ここで

10分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時５８分 

 

再開 午後 ２時１０分 

 

○議長（中村芳隆君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、スポーツを通し

た地域振興について、⑴、⑵、⑶については一括

して再質問をいたします。 

  スポーツイベントについての考え方は理解をす

ることころではありますが、本市の特徴を生かし

たスポーツは何か、部長の考えをお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 本市の特性を生かした

というところでございますけれども、本市は自然

豊かな地域だと言われております。そうした自然

の中でのスポーツというのも特色の１つかなとい

うふうに思いますけれども、角度を変えてみます

と、来年、第69回の「国民体育大会関東ブロック

大会」というのがございまして、その中でソフト

テニス、サッカー、馬術というものが種目として、

本市において行われます。 

  ソフトテニスにつきましては、本市、旧黒磯市

時代からテニスのまちというようなことでＰＲを

してきたところでございまして、またサッカーに

おきましては、現在、青木のサッカー場を整備し

ているというところでもございます。また、馬術

につきましては、本市において馬術等を行う施設

等もございますので、こういった種目等において、

特色あるスポーツということも言えるかなという

ふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 本市の特徴を生かしたスポ

ーツは非常にあるということは、本当に理解でき

ますが、ほんの一例を挙げますと、隣の日光市で

は、いろは坂を使った駅伝の話が下野新聞で報道

されました。本市は非常に駅伝が盛んなところで

もあります。参考までに、2010年に大学ゼミ対抗

プレゼンテーション2010那須塩原大会で、明治大

学の学生が、そういえば、お正月に女子の駅伝は

ないよねの発想から毎年１月４日、５日に黒磯・

板室で大学女子駅伝を開催してみてはどうかとい

う提案がありました。 

  皆様もご存じだと思いますが、１月１日は全日

本実業団駅伝（ニューイヤー駅伝）、１月２日は

箱根駅伝の往路、１月３日は箱根駅伝の復路があ

ります。また、女性陸上選手の目覚ましい活躍も

ありました。皆様もそれもご存じだと思いますが、

2000年、シドニーオリンピック女子マラソンで優

勝した高橋尚子選手、2004年、アテネオリンピッ

クで優勝した野口みずき選手など非常に目覚まし

い活躍をしております。また、今の学生駅伝の現

状を見ますと、男子は出雲、全日本、箱根の３大

駅伝です。女子は杜の都、全日本の２つの駅伝大

会です。今後、日本を代表する存在になるであろ

う女子選手の活躍する機会が少ないことを考える

と、本気に考えてもいいと思います。ほんの一例

にすぎませんが、本市の知名度アップはもちろん

のこと、市全体の経済波及効果ははかり知れない

ものがあると思います。 

  そこで、このような取り組みについては、どこ

の部署に相談をすればいいのかお伺いをします。

また、どのような手順を踏めばいいのかお伺いを

いたします。 
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○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 大会の相談に行く場所

等がどこかというところでございますけれども、

ことし３月に議決をいただきましたスポーツ施設

の整備計画等につきましては、教育部の所管とい

うことで、その中でも全国大会、関東大会の誘致

というものが挙げられてございます。 

  また、観光協会等、民間でも積極的に大会等の

誘致もされているということで産業振興の面から

言えば、産業観光部ということがあろうかと思い

ます。 

  また、総括的な地域振興という取りまとめる部

署としては、企画部ということが考えられるとこ

ろでございまして、これらと連携して戦略的に取

り組んでいかなければならない事案かなと思って

いますので、それらについては、今後早急に検討

していきたいというふうに考えてございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 昨日の県議会の質問で、同

志の関谷暢之議員が国体について知事に質問をし

ていました。恐らく、ことしの夏には内々で栃の

葉国体以来、昭和55年以来の国体が４年後ぐらい

には来るんではないかということが推測されます

が、そういった部分でも積極的に、確かに伝統的

な部分ではソフトテニスですとか、そういた先ほ

ど部長から答弁がありましたが、新たなイベント

の誘客等の取り組みに対して企画部の考えをお伺

いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 新たなスポーツイベン

トということでございますが、地域振興という点

から新たなスポーツイベント等も非常に有効だと

いうことが考えられます。具体的にどういうスポ

ーツを誘致していくかということは、まだこれか

ら考えなければならない事案かと思いますけれど

も、積極的に取り組んでいきたいというふうに考

えてございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 今の那須塩原市のポテンシ

ャル、全てのものを考えると、多分これも先ほど

市長に言ったように、スポーツイベントを考える

なら、部長、今なんですよね。「いつでしょう」

と言ったら、多分「今でしょう」と部長も言うと

思うんですが、それと一緒で、ぜひもう一回精査

をしていただき、私、１期目の議員で４年間そう

いったスポーツビジネス、スポーツイベント、コ

ンベンションについても質問をしてきましたが、

いい答弁はもらえませんでした。 

  しかし、今の部長の話を聞くと、これからそう

いったものに関して前向きに考えるという答弁を

もらっていますので、ぜひ本市の特色を生かした、

そういったスポーツイベントを積極的に取り組ん

でいただきたいと思います。 

  また、県内でも那須ブラーゼンを初め、各市に

おいてホームタウンチームがあり、いろいろな競

技で地域を盛り上げている現状を考えると、本市

にも、何かの競技でホームタウンチームが存在し

てもいいような気がします。ホームタウンチーム

を応援するファンの方は地域と一体感をつくり出

している、こんな光景がうらやましいです。本市

にもホームタウンチームの誘致や計画をぜひ検討

してもらいたく要望をいたします。 

  また、これも前々から言っています。ゴルフ利

用税などを利用したゴルフトーナメントの開催や

合併10周年を記念した那須塩原市らしいスポーツ

イベントを開催してもらいたいと思います。この

ことも強く要望をさせていただきます。 

  また、塩那道路は日本一高いスカイラインと聞
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いています。そこを使ったトレイルランなども積

極的に取り組んでもらったり、または那珂川を利

用したカヌー、先ほどから部長が申し上げていま

すいろいろなスポーツイベントをこの際ですから、

１から原点に戻って考えてもらいたいと思います。 

  本当にそのことを強く要望してお願いしたいと

思います。 

  実は私には夢があります。市民の皆様とさまざ

まな対話をし、市民と市役所の距離を縮め、お互

いが共通理解を持ってともにまちづくりに取り組

む体制をつくっていきたい、そんなことを日ごろ

から思っています。 

  もう市が悪い、行政が悪いだけでは済まされな

い時代がすぐそこまで来ています。それは、未来

の那須塩原市民のためです。私たちが一番自分の

まちを愛しているからです。みんなで話し合って

自分たちのまちには何が必要なのか、優先順位を

決めていくべきです。那須塩原市のことは那須塩

原市民が決めるのです。今の生活だけではなく、

子育てや老後のことを考えたら、本当に住んだほ

うが得だなと思っていただけるまちにしたいと思

っています。 

  ですから、那須塩原市に住むメリットを十分に

伝えたい。阿久津市長のもと、今まさに官民一体

となった改革が着々と進んでいます。本当の意味

で大きく変わるのはこれからですし、ますます住

むメリットがふえると思います。未来の豊かな那

須塩原市を築くため、まちで起きるさまざまな出

来事、地域で活躍する方々の取り組みや思い、

人々の悩みや喜びに日々接し、多くの市民に那須

塩原市のよさを知ってもらい、一緒にまちづくり

を楽しみたいと思います。 

  これで、私の市政一般質問を終了いたします。

ありがとうございました。 

○議長（中村芳隆君） 以上で、７番、櫻田貴久君

の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 金 子 哲 也 君 

○議長（中村芳隆君） 次に、18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） 18番、金子哲也。 

  一般質問を行います。 

  まず１番目、教育文化行政について。 

  市議会の新体制が整いました。私はこの選挙の

中で「明るく力強く文化の香り高いまちづくりを

目指そう」と掲げて、市民に訴えてきました。未

来に向けて、子どもの教育と文化レベルの向上が

最も大切な市政の１つで、未来の那須塩原を支え

ていくのは教育と文化であると考えています。10

年、20年、30年がたって振り返ったときに、「あ

あ、文化が高いまちになったな」と思えるような

まちづくりの基盤を今こそ築かなければなりませ

ん。 

  そこで、以下の点についてお伺いいたします。 

  ⑴那須塩原市内の各地域に残る伝統文化や伝統

芸能をどう保存し、維持し、支えていくのかをお

伺いいたします。 

  ⑵新しい芸術文化として根差してきている黒磯

オペラ、那須野の大地、那須第九コンサートなど

の芸術活動に対して、どのような方針でどのよう

な支援をしていくのかをお伺いいたします。 

  ⑶西那須野地区における産業文化祭の一環とし

て行われる芸術祭、音楽祭について、市としては

どのようにかかわり、どう支援していくのかをお

伺いいたします。 

  ⑷文化、芸術に関する市民の功績が幾つか見ら

れますが、それらに対する市の顕彰・表彰・称賛

などはどのような状況になっていますか。これか

らはどう考えていくのかお伺いいたします。 
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  ⑸那須野が原ハーモニーホール、那須野が原博

物館、黒磯文化会館、三島ホール、日新の館など

は、これからの那須塩原市の文化芸術を支える拠

点として大いに期待しております。それらの施設

を拠点として文化振興をどのように、どれくらい

取り組む考えなのか、執行部の意欲をお伺いいた

します。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） 金子議員より、教育文

化行政について５点ほどお尋ねがございますので、

順次答弁をさせていただきます。 

  まず、市内各地に残る伝統文化・伝統芸能の保

存、維持、支援についてお答えいたします。 

  現在、市が把握している伝統芸能、民俗芸能の

保存団体は、市の郷土芸能保存会連絡協議会に加

盟している34団体であります。そのうち、無形民

俗文化財に指定されているものは、市指定が13団

体、県指定が３団体、国選択が１団体となってお

ります。 

  昨年、後継者不足により休止を余儀なくされた

「百村の百堂念仏舞」は、穴沢小学校の総合的学

習に取り入れられ、ことし復活をいたしました。

しきたりを変えた百村地区の英断と小学校の取り

組みの成果と考えております。 

  「百堂念仏舞」同様に、地元の子どもたちに伝

統芸能の指導を行っている公民館やコミュニティ

ーもあります。このような活動を拡大し、学校や

公民館、地域コミュニティーにおいて、児童生徒

に対して郷土に伝わる伝統芸能の指導、啓発を地

道に続けることで、将来の後継者の育成につなげ

たいと考えております。 

  また、郷土芸能保存団体の支援といたしまして

は、今年度から新たに６団体を追加いたしまして

活動補助金を交付することといたしました。 

  市では、団体の自主性を尊重し、市指定無形民

俗文化財については、活動費補助金以外に、用具

の更新など郷土芸能の保存に係る費用の補助を行

うほか、県や民間補助金などを活用して支援して

まいりたいと考えております。 

  続きまして、「黒磯オペラ」「那須野の大地」

などの芸術活動への支援についてお答えをいたし

ます。 

  黒磯オペラ及び那須野の大地は、市民が行う芸

術に対し、行政が全面的な支援を行っている事業

で、一度きりのイベントとしてではなく長年にわ

たり継続しているという点で全国的にも珍しい事

業であります。 

  オペラや演劇は、舞台制作や演出や著作権使用

料、あるいは人件費など多額な費用を要しますが、

黒磯オペラは市内の中学生に生のオペラ鑑賞の機

会を提供し、那須野の大地は郷土の歴史を市民に

伝えていくものでございます。これらは市民との

協働で実施することで参加する市民の重要な生涯

学習の機会としても捉えておりますので、今後も

引き続き支援をしてまいりたいと考えております。 

  また、那須第九コンサートについてでございま

すが、那須町が支援をしている事業ということも

あり、後援あるいは広報等、側面からの支援をし

てまいりたいと、このように考えております。 

  続きまして、産業文化祭における芸術祭、音楽

祭への支援についてお答えをいたします。 

  産業文化祭の芸術祭は、西那須野地区文化協会

を中心とする実行委員会によりまして、部門ごと

に独立して開催をされております。 

  芸術祭における展示部門につきましては11部門、

約250点の作品が展示され、音楽祭は市内の音楽

愛好団体５団体による発表が行われております。 

  市では、実行委員会の補助金の交付や会場の手
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配、あるいは日程調整、広報等を担当しておりま

す。それぞれの展示会や発表会の募集方法や運営

形態については、いずれも市民の独自性を尊重し、

自主的な運営をお願いしているところでございま

す。 

  続きまして、文化、芸術分野での市民の功績に

顕彰・表彰・称賛についてでございますが、文化、

芸術分野は非常に多岐にわたっており、現在これ

らに対する顕彰制度はございません。 

  表彰事業はすぐれた功績をたたえることにより、

市民の誇りや郷土への愛着を高める一助となって

いると考えておりますので、今後は文化、芸術に

関する功労者も含め、表彰範囲等の選定基準につ

いて研究をしてまいりたいと、このように考えて

おります。 

  最後に、文化施設を拠点とした文化振興につい

てお答えをいたします。 

  黒磯文化会館、三島ホール、ハーモニーホール

は総合的な文化芸術創造発信基地として、また那

須野が原博物館、日新の館は郷土の歴史、文化、

自然を体験できる情報基地として、それぞれ那須

塩原市の文化振興に欠かすことのできない重要施

設と認識をしております。 

  現在、黒磯文化会館、ハーモニーホールには総

額で3,000万円の自主事業補助金を交付し、施設

の創意工夫による魅力的な事業展開を行い、文化、

芸術に対する市民の高揚を図っております。 

  また、博物館においては、地域資料の収集と展

示に加え、変化に富んだ企画展、郷土の文化、歴

史や自然を学ぶ講座を開催し、市民の知的探究心

に応えるとともに、親子体験チャレンジ、土器づ

くり教室など、青少年に対する積極的な働きかけ

も展開しております。 

  また、今年度、博物館では常設展示のリニュー

アルを行い、開設当時のままであった展示から市

全体の歴史、文化、自然をバランスよく展示する

ものとなります。 

  いずれにいたしましても、ＰＲ等に努め市民か

ら親しまれ、たくさんの来場者をお迎えできる博

物館にしたいと、このように考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） 去年も文化の質問をした

わけですけれども、去年の９月にこの議会の質問

に対して、市長の答弁の中に「究極のまちづくり

は文化づくりだ。文化というものは、もしかする

とそれは人間の尊厳である。それに最大の敬意を

払う」という答弁がありました。これは、市長の

文化に対する哲学かなと重く受けとめました。 

  さて、なぜ伝統文化、伝統芸能を維持するのか、

それは長い間かけて地域の中で心を込めて育てて

きた芸能、それから精神性、それから伝統、ある

いは宗教も含めた先祖を敬い、子孫の反映を願う

心の凝縮といってもいいもので、これには神々し

いものが込められて伝わってきていると思われま

す。 

  これをなくしてしまうということは、文化をな

くす、地域の歴史をなくす、精神をなくすに等し

いと思われます。これをもっともっと大切にして、

その地域だけではなくて、那須塩原市民に知らし

めて、市民の中で共有して一緒に見守っていくよ

うにしていきたいというふうに考えます。中には

続けていくのが難しいものも時々出てきたりして

います。 

  そこで、これらの伝統芸能を一堂に会して市民

に見ていただき、知ってもらう、理解してもらう

ことができないか。年に１回、例えば黒磯文化会

館とかで数団体の芸能を披露していけば、数年に

一度の割合で順番がやってくるということで市民

に披露ができないかということでお伺いいたしま
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す。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） ただいま市として民俗

芸能を一堂に会して開催できないかと、このよう

なお尋ねがございました。 

  市内の郷土芸能の発表の機会でございますが、

産業文化祭の郷土芸能祭、那須地区郷土芸能フェ

スティバル等である程度確保されているのではな

いかと、このように認識をしております。 

  また、郷土芸能は地区の祭礼であるため、むや

みにイベントに出場すべきではないと考える地区

も存在いたします。 

  こうした状況にあって、郷土芸能保存会連絡協

議会では趣旨に賛同する団体に参加を募り、独自

の合同発表会の開催について検討中であります。 

  市といたしましては、この取り組みの実現に向

け、さらなる支援をしていきたいと、かように考

えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） 確かにこういう伝統芸能

については、その地域でやるべきだという意見も

ありますけれども、それはそういうところも確か

にあるでしょう。しかし、全部が全部でなくても、

参加できるところは参加していくということで市

民にやはり知ってもらう、伝えてもらう。それに

よって、今度はそういう文化会館では嫌ですよと

いうところの芸能まで、今度は市民が踏み込んで

現地へ行って見にいくということもできてくるの

かなというふうに考えますので、そしてしかも何

か文化祭的なところでやるのと違って、本当に郷

土芸能のまとまった発表ですよということでやる

のはやはり全然違ったところがあるのではないか

という気がいたします。 

  こういう地域で育まれた文化遺産を市民に知ら

しめて、市全体で守っていくと、こういう愛市の

精神ですね。そういうものにつながっていく、み

んなで守っていくことになるのではないかという

ふうに考えております。これはぜひ企画部長のほ

うでも検討していただければと。要望で終わりま

すが。 

  それで、私たちも実は25年度の予算を３月に審

査したばかりなんですけれども、それによります

と16の各地域の伝統芸能に対して一律２万7,000

円の補助が出されています。また、あと14の地域

の芸能、太鼓とかおはやしとか八木節とか、比較

的新しい芸能ですが、それに対しては一律で１万

8,000円の補助が出ています。 

  １つには、なぜどれもこれも一律でなければな

らないのか、この一律というのが本当に公平なの

かという疑問を抱きます。それとも、審査するの

が難しいから一律にしているのか、その辺のとこ

ろをひとつ伺います。 

  また、もう一つは、いかにも補助額が少ない。

しかも24年度に１割カットされたままになってい

ます。もう少し文化に対して力を入れられないか

ということでお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） ただいまお尋ねのあり

ました文化財の補助金、あるいは社会教育活動へ

の補助金、これ２つに分かれている内容でござい

ますが、要するに、これまでの団体の活動実績、

そういったものから大小によって補助額が一律と

いうのはというお尋ねですが、少なくとも、私ど

もではこれまでこういった保存会の活動状況、事

業内容等を照らして公平性の立場から一律２万

7,000円ということで予算化をさせてもらってお

ります。 
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  今後はそういった活動の内容、あるいは事業規

模、そういったものを当然、今までも補助金支出

団体ですから、１件審査ごとに全部内容をチェッ

クするわけですけれども、今、金子議員からご指

摘があったような内容も含めて精査を加えてはい

きたいとは思いますが、少なくとも現時点では私

どもでは公平性を貫きたいということで一律の補

助額としております。 

  また、増額の話でございますが、これは市全体

の予算の規模から、それぞれの教育部の教育予算

との配分、配当の話でございますので、これは市

全体の予算運営編成の中でもお話でありますので、

教育部としてはできるだけそういった団体の補助

金の確保ということには努めたいと思いますが、

これがにわかに補助金の増というふうにはつなが

ってはいかない問題ではないかと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） なかなか予算増というこ

とは難しいのかもしれないですが、やはり文化に

目を向けるという意味で、こういうものに、「百

村の百堂念仏舞」なんかも危うくどうなるのかな

という状況もあったぐらいなので、やはり市民み

んなでこれを見守っていくということを考えてい

きたいと思いますので、ぜひもう少ししっかりし

た予算を立ててもらいたいという要望をいたしま

す。 

  それで、２番目なんですけれども、黒磯オペラ

について。黒磯オペラについては1997年、黒磯市

制30周年記念事業として創作オペラを制作、上演

することに決定して、2000年にオペラ「那須野巻

狩り」を上演するに至ったんです。これには、荻

野ご夫妻の作曲、監督、演出、指揮に至るまで

並々ならないご努力、ご活躍があったことは筆紙

に尽くしがたいものがあったと思います。その後、

これが大成功をおさめて、次々と新しい創作もあ

ったり、それからまた、オペラ「メリー・ウィド

ウ」とか、モーツァルトの「魔笛」なども挟みな

がら、現在に至っております。那須野が原でこれ

だけの創作オペラを上演してきた歴史は物すごい

ことだと誰もが認めるところです。そして、しか

もこれはもう本当に誇りに思うことでありますが、

ここで中学生のオペラ鑑賞の状況をお伺いいたし

ます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） 状況でございますが、

中学２年生の生徒に対する鑑賞という形で全員の

児童生徒に触れられるような形で実施をしてまい

っております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） これは西洋のオペラを鑑

賞するのと、またこの那須野巻狩りといった、そ

ういうこの地域の創作劇を鑑賞する２つのことが

あるわけですけれども、こういうのを若い人にず

っと引き継いでいくということ、これはすごいこ

とだなと思っております。 

  そしてまたお金のことになるんですけれども、

黒磯オペラの助成についても、残念なことに現在

１割カットのままになっております。オペラとい

うのは、先ほど部長からも話がありましたけれど

も、歌手がいて、合唱があって、オーケストラが

あって、時には踊りが入ったり、それから群衆が

いたりして、本当に大勢の人がかかわって、そう

いう総合芸術のために物すごく制作費がかかるも

のなので、まず第一番に１割カットを早く前に戻

していただきたい。そして、徐々に補助額をやは

り現況のオペラの状況を見て増額にしていけたら

いいなというふうに考えております。これは要望
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といたします。 

  それで、次に「那須野の大地」については、西

那須野地区の開拓の苦労話を若い人から後世にま

で伝える歴史劇として、これはもうとてもすばら

しいものをつくり上げてずっと続いているわけで

すけれども、子どもたち、中学生に対してどのよ

うな鑑賞の仕方、また何校ぐらいの生徒に行って

いるのかお伺いしたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） 「那須野大地」の関係

でございますが、これは特に小中学生を対象とい

うことではなく、全市民に向けた劇ということで

ＰＲをしながら鑑賞いただくということで実施を

しているところでありますが、若い世代の方々に

は、那須野大地に係る、せんだってその行事、事

業が終わったんですが、ポスターを小中学校校の

児童生徒にお願いをして、それらを活用しながら

開催していくということで、少なくとも小中学校

の一定の周知というか、選挙ではありませんが、

そのような、いわばＰＲ的な要素も含めながら、

小中学校の生徒には知らしめているんではなかろ

うかと、このようには感じています。 

  ただ鑑賞はあくまで市民全員を対象ということ

で進めている事業と考えています。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） 私は小中学生にも見せて

いるのかなと思っていたんですが、それは特には

ないということなので、これはぜひ小中学生にあ

れだけのすばらしい芝居ですから、ぜひ見せるよ

うなことを考えていっていただけたらと思います。

今後もぜひ支援のほうよろしくお願いしたいと要

望しておきます。 

  それで、あとは「那須第九を歌う会」のほうな

んですけれども、那須第九を歌う会は、昨年10回

目を迎えたわけですが、もともと1999年の大洪水

の復興のためのチャリティーコンサートというこ

とから始まりました。神奈川県の川崎から宮前フ

ィルハーモニーが復興のために応援に来てくれた

んです。それで始まったわけですが、５年ほど前

からは、その７割を超える団員が那須塩原、ある

いは大田原からも参加しているわけなんですけれ

ども、会員として維持しております。オーケスト

ラに至っては、那須塩原市内の室内楽団が中心と

なって編成されてすばらしい管弦楽団をつくって

おります。ですから、これは那須町とか那須塩原

市とか大田原とか、そういう境はもう全然ないん

です。もう一緒になってこれをやっているわけな

ので、ベートーベンの第九交響曲が中心でオーケ

ストラも合唱も管弦楽も、編成や技術的にもとて

もレベルの高いものに今育っております。 

  昨年は中学生100名が第九の合唱を原語のドイ

ツ語で一緒に歌いました、共演しました。子ども

たちにとっては、それはすばらしい感動の演奏体

験だったと思います。これが続けられれば本当に

いいと思います。これだけの音楽活動をやってい

る団体が今まで補助が全くなかったんですよ。本

当にびっくりしました。那須町とこの那須塩原市

とが共同で本当に補助を考えていってほしいと思

います。そういう境界の枠、那須町だとか大田原

だとか、そういう枠を超えてそういう補助が那須

町と一緒に考えながらできないものかお伺いいた

します。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） ただいまのお話の那須

第九コンサートのかかわりでございますけれども、

2003年にオーケストラを呼んで第九の演奏会を開

催したと。そこで募った町民合唱団が母体になっ
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て続けていると、このような状況であると聞いて

おりますが、那須町とそのオーケストラの強い結

びつきということがまずあるんではないかと思い

ます。 

  また、各市町で支援する芸術活動は、それぞれ

に地域の特色があるものであるということから、

現時点では自治体ごとのすみ分けが必要で、自治

体ごとにすみ分けがあってよいのではないかとい

うふうに考えておりますので、現時点では那須第

九コンサートに金銭的な補助をするということは

考えておりませんで、先ほど申し上げましたよう

に、那須町が支援している事業であるということ

から、後援とか広報的な側面から支援をしていき

たいというスタンスでおります。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） この黒磯オペラと、それ

から那須野大地と、この那須・第九を歌う会と、

この３つはハーモニーホールを除いて、一番大き

な文化活動でないかというふうに考えております。 

  そういうことで、ぜひとも今後はこれらを育て

ていくということで、補助のほうも要望としてお

願いしておきます。 

  それから、⑶産業文化祭の一環として行う芸術

祭、音楽祭に関しては、当日、運動公園で行うの

は別として、三島ホールとかそういうところで行

う音楽祭のほうがちょっとお客さんがほとんどい

なかったり、そういうふうなことが見受けられる

ので、せっかく産業文化祭の芸術祭としてやって

いるところから、これは文化協会が当然いろいろ

やらなくちゃならないところですけれども、市の

ほうでも、産業文化祭の一環としてやはりちょっ

と後ろから後押しするというようなことで、宣伝

なり、それから客を呼ぶような心配りなりをぜひ

応援、支援してもらいたいと、これは要望で終わ

ります。 

  次に、表彰のことですけれども、ついこの間の

選挙中にあちこちで聞かれたことなのですが、い

ろいろ功労者があちこちで表彰されたりしている

んです。そして、例えば、表彰を受けたり、それ

から絵画では日展とか二科展とかいろいろのとこ

ろで入選したり、それから音楽ではコンクールで

入選したり、そういうのが市内の人でたくさんあ

るわけです。だけれども、まちではそういうこと

に対して目を向けてくれないという声があちこち

であったもんですから、ああ、なるほどそんなこ

とを私もちょっと気がつかなかったなと思って、

やはりこれは文化の表彰ということは大事なこと

じゃないかということできょうは取り上げたんで

すけれども、これは文化に限ったことではなくて、

福祉で表彰を受けた人もいます。皇太子みずから

賞を受けたなんていう話も聞いております。そう

いうものを表彰する、それから称賛する、そうい

うものをまず把握しなくちゃならないです。そう

いう把握する部門が市内、役所にはあるのかどう

か。そして、そういうことでそれをどういうふう

にして今度は表彰したり、報道したりしていけば

いいのか、その辺のところをお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） さまざまな文化関係者

への表彰ということで、表彰そのものにつきまし

ては、表彰を所管する部署が企画部の秘書課とい

うことになっていますので、毎年該当者をリスト

アップして各部から上がってくるというような状

況になっております。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） どうもその辺が把握する

のが抜けちゃっていたり、そういう部署が本当に
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ちゃんとそういう見守る部署があるのかないのか、

ちょっとわかりませんけれども、市民のやる気を

喚起するためにも、そういう功績に対して表彰も

しくは称賛、それは本当に大切なことだと考えま

すので、ぜひともしっかりと把握して、そして対

処していただきたいと。そして、表彰制度の見直

しもぜひとも考えていただきたいというふうに考

えます。 

  次に、⑸の那須野が原ハーモニーホールは間も

なく20年を迎えようとしていますが、この20年間、

この那須野が原に非常に高い音楽、芸術、文化を

浸透させてくれました。丹羽前館長の功績も大き

かったのですが、大田原市と那須塩原市、両市の

文化に対してのこれまでの支援がとても大きな成

果をもたらしたというふうに考えております。 

  ハーモニーホール自主事業のほうも那須フィル

管弦楽団というのが現在60名の団員で、いずれの

メンバーももうどんどんテクニックを伸ばしてす

ばらしい演奏を聞かせてくれています。また、今

年度はジュニアオーケストラワークショップとい

うのを企画して、小学生、中学生、高校生を対象

に新しい20名ほどの練習生を募集して、そして育

てていこうということで楽しみにしています。 

  また、ハーモニーホール合唱団は今や90名にも

なって、それがもう90名が本当にすぐれた歌唱力

をつけてきました。本当に感動する歌声を聞かせ

てくれています。少年少女合唱団も30名の澄み切

った美しい歌声を聞かせてくれています。いずれ

も大変なレベルの向上が見られています。 

  演劇は20名が活躍しています。それから、こと

しからは10名のオルガンの生徒を募集して練習が

始まると思います。ことしは何と日本へ世界最高

のウィーンフィルが来て、ベルリンフィルが来て、

ロンドン交響楽団が来て、パリ管弦楽団が来て、

こういうのが毎年のように日本は世界で一流の音

楽が来るんです。それに、ことし来るオーケスト

ラが30もあるんです、世界からね。那須野が原ハ

ーモニーホールもこれに刺激されながら、本当に

県北芸術音楽活動をより向上させていくと思われ

ます。どうぞこれまで以上の支援を、これはお願

いしたいと思います。 

  それから、博物館です。那須野が原博物館に関

しては、歴史・考古学の博物館としてはとても評

判がいいんですよ。子どもたちを集めて体験学習

も、よその美術館からもうらやましがられていま

す。一方、この那須野が原博物館ですが、美術に

関して言えば、時々、今も国立近代美術館工芸名

品展が開かれているわけなんですけれども、ただ

こんなにすばらしい珠玉の作品、もう本当に伝統

工芸が展示されているのにもかかわらず、お客さ

んが物すごく少ないんです。 

  もう一つ、日新の館で今展示している高久靄崖

の展覧会は修復されたばかりのすばらしいびょう

ぶ絵が展示されていながら、やはりお客さんが少

ない、ほとんどいないといっていいぐらい少ない

んです。これは大きな問題です。これをどうやっ

て打破するか、これを考えていかないと本当にせ

っかくあれだけのすばらしい博物館がありながら、

それから日新の館がありながら、そして名品を展

示していながら、本当に市民のものでなくなって

しまうんです。 

  そこで、１つ提案なんですけれども、博物館に

も一般絵画の展覧会をどんどん取り入れていこう

よということで、私はずっと言っているわけなん

ですけれども、やはり市民がなじんでくれるもの、

そういうものを展示の中に入れていくということ

をしないと、お客さんが親しみを感じてくれない

んです。展覧会をやっているのも知らなかったと

いうのが多いんです。やはりさっきの音楽じゃな

いけれども、東京ではことしはイタリアルネッサ
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ンスの３大巨匠であるラファエロとレオナルド・

ダヴィンチとミケランジェロが本当に３大巨匠が

全部やってくるんです。我々の博物館も絵画展を

やりましょう。それと、市民の美術絵画展は少な

くとも年１回はぜひやってほしいんですよ。これ

が一番集客を望めるんです。市民に親しまれるこ

とになります。 

  そして、これにはやはり博物館のほうに、美術

の専門の学芸員をぜひとももう一人ふやしていた

だきたいんです。学芸員が絵画展企画はもちろん

ですが、そして学芸員がいることで小学校に出か

けていって子どもたち、美術のすばらしさを本当

にじかに教えていくという、そういうことが各地

で今始まっているんです。それはもうすごく大変

なことだと私は考えています。これについて、私

は10年も言い続けているんですが、ぜひ美術の専

門学芸員がどうしてももう一人欲しいので、お伺

いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） ただいま２点ほどお尋

ねがございました。 

  例の博物館での美術展覧会の件でございますけ

れども、現在も博物館エントランスを利用した小

規模な展示、これは行われております。企画展示

室での開催も可能でありますが、面積の関係で大

規模な展示は非常に難しいと思われます。 

  施設の効果的な活用を念頭に市民の文化活動の

発表の場という場としてのハーモニーホールの活

用、これをできれば推奨していくとともに、博物

館としては、本市に関係の深い芸術家の作品展示、

これを通して本市の文化的側面の紹介に努めてい

きたいと、このように現在考えております。 

  また、美術関係の学芸員の件でございますが、

現在、臨時の美術系学芸員が日新の館の企画運営

及び博物館の企画に携わっております。 

  職員の配置計画にこういった方々の職責も含め

た配置、市全体の配置計画にもおのずと影響して

まいりますので、市の全体計画の中での博物館の

機能強化となる配置、これについては、今後とも

検討させていただきたいと、このように考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 質問の途中ですが、ここで

10分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 ３時０２分 

 

再開 午後 ３時１２分 

 

○議長（中村芳隆君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） 休み時間が終わったので、

２のほうに入ります。 

  那須塩原市民の一体感を醸成するためにという

ことで、選挙期間中、大勢の市民と対話すること

ができて、大勢の考えや意見を聞くことができま

した。その中で、大変心痛む問題がありました。

それは、合併後の旧３市町の市民がお互いに旧隣

の町の意識、これがぬぐえていないんです。一体

感にはほど遠い状況であることがわかりました。 

  合併して８年が過ぎましたが、このままではこ

れからの10年たっても余り変わりないんじゃない

というように危惧されます。今当市にとって一体

感はとても重要なことと考えています。市の基本

精神として考えなければならない愛市の、自分の

市を愛する、その精神を築くには必要欠くべから

ざる問題と考え、以下の点について伺います。 

  市民の一体感を醸成するために、何かよい試案、
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または企画、そういうものがあるかということで

す。 

  それから、⑵一体感を育むために、そういうも

のがなければ、市全体で一緒に取り組める心を１

つにするようなお祭りが最適ではないかと私は考

えます。しかも、巻狩まつりを全市を挙げて行う

ような大々的なものにする必要があると思われま

す。例えば、西那須野地区で発進して、那須塩原

駅前で２日目展開して、そして黒磯地区で締める

ような大きな祭りは検討できないかお伺いいたし

ます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） ２の那須塩原市民の一

体感を醸成するために、私から⑴市民の一体感を

醸成するための試案、企画についてというところ

でお答えをいたします。 

  那須塩原市は合併後８年が経過したところであ

り、この間、広報等を通じ各地域の祭りや話題等

を紹介するなど一体感の醸成を念頭に置いた取り

組みを実施してきており、地域特性のある各種イ

ベントの参加者につきましても、地域に限定され

ることなく広がりを見せ、現在開催されていると

ころでございます。 

  また、平成26年度までに市民の手による市の歌

を制定し、合併10周年の記念式典の際に発表する

ことなどを予定しているところでありまして、今

後ともふるさと那須塩原への愛着を感じてもらい、

市の内外に向けてのイメージアップを図ってまい

りたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 私からは⑵巻狩ま

つりを全市を挙げて行うような大々的なものにす

る必要があると思われる、大きな祭りは検討でき

ないかというご質問についてお答えいたします。 

  市民の一体感を醸成するために、祭りはその１

つの有効な手段であると思われます。 

  また、巻狩まつりは参加者数や規模から見て市

内で最も大きな祭りであると思われますが、祭り

にはそれぞれに歴史的背景や地域特性があり、そ

して何よりも祭りの主役は地域住民であることか

ら、巻狩まつりをさらに大々的なものにするに当

たりましては、祭り関係者やその地域の方々の意

向や機運などを考慮しなければならないと考えて

おります。 

  また、開催時期や日数、実施方法、実施体制な

どについても課題があるものと考えております。 

  巻狩まつりの参加者も、地域に限定されること

なく広がりを見せてきているということから、基

本的には従来からのやり方を尊重しつつ、市民の

皆様との協働によりさらに一体感が図られるよう

支援してまいります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） 今の答弁では、市の歌を

つくろうじゃないかと、市の歌をつくってみんな

で歌って一体感が果たしてできるのかなと。それ

から、西那須野住民に聞くと、黒磯にみんな持っ

ていかれてしまっているという人が多いんです。

黒磯の住民に聞くと、西那須野ばっかりよくなっ

ているというんです。これは、役所の机の上にい

たんでは、これはわからないんですよ。 

  本当にこれはせっぱ詰った問題ですよ。旧３市

町の一体感を醸成することは本当に重要だと思い

ます。このままいったら、ぎくしゃくした状態が

続いてしまうんです。企画部として、このことを

本気で考えてもらいたい。本当にこの事実をもっ

ともっと重視してもらいたいです。一体感の醸成

をする企画案がないとすると、祭りを考えるしか
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ないんじゃないですか。５年後、10年後にそのこ

とが大きくまち全体にのしかかってくる問題です

よ。まちが分裂しかねませんよ。アンケートをと

ったりしてよく分析してみてください。何とかし

なくちゃならないという、本当に今度の選挙で歩

き回った結果、私は感じました。祭りしかないと

すれば、新しい祭りをつくり出すとしたら10年、

20年かかってしまうんです。そのために、一体感

を醸成するための祭りとなれば、小さな祭りでは

どうにもならないんですよ。今、巻狩まつりに西

那須野とか塩原から参加する人が１％いますか。

いないんですよ。この祭りを１日目、西那須、烏

が森発進、それから２日目、那須塩原駅前、そし

て３日目に黒磯と続けてやれば、しかもバザーを

中心とした祭りではなくて、本当に巻狩り行列を

してまちじゅうを練り歩くような、本当にそうい

う計画を練らないと、ただただ祭りをやったから

いいというもんじゃないんです。 

  もちろん祭りは市がつくるものではないし、そ

んなことは重々わかっているんですが、この一体

感を醸成するために、市は何か後押しするなり何

なり、観光課を動かす、それから商工会を動かす、

そういうことをしてまで、それをする必要がある

んじゃないかということを考えております。 

  時間がどんどん過ぎていくので、これはもう要

望で終わります。 

  ３番目、国道４号の三島地区新国道建設による

烏が森公園の改修について 

  国道４号が三島地区で烏が森公園の一部を分断

して通ることになっております。移転工事が進め

られていますが、昔から地元住民に親しまれてき

た公園だけに大きなダメージを受けることは目に

見えています。 

  そこで、次の点についてお伺いします。 

  新国道建設を反対するわけではないんですが、

そのダメージをなくすためにも、烏が森公園の

大々的な改造が必要と考えます。西那須野地区に

は、観光資源が少ないところから市内はもとより

県外や全国から目を見張るような公園をどんとつ

くって、那須塩原ここにありという目玉になるよ

うな一大観光公園を目指して、市が一体となって、

さっきの祭りとも結びつくようなスケールの大き

いものを検討することができないかお伺いいたし

ます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） ３の国道４号の三島

地区新国道建設による烏が森公園の改修について

お答えいたします。 

  国道４号西那須野道路は、烏が森公園の東の端

を平面通過する形で整備されることになっており

ます。 

  この事業に伴い、烏が森公園は西那須野道路部

分の面積は減少しますが、都市公園として市民の

憩いとレクリエーションの場を確保するため、公

園全体の面積は減少しないよう対策を講じたいと

いうように考えております。 

  具体的には、公園に隣接した国土交通省所有の

土地を取得して芝生広場の拡張を行う予定です。 

  また、西側にある市有地を公園区域に編入して、

イベント等における公園利用者増大時に対応でき

るよう駐車場を整備したいと考えております。 

  さらに、公園内を平面通過する西那須野道路部

分には、人道橋が設置されることから、公園とし

ての一体性も確保できるものと考えております。 

  烏が森公園を含む本市の都市公園につきまして

は、本議会に上程している那須塩原市公園施設長

寿命化計画に基づき、長寿命化対策を実施してま

いりたいというふうに考えております。 

  烏が森公園内の施設につきましても、この計画
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に基づき、トイレ、あずまや、遊具、ベンチなど

の更新や修繕を行う予定であることから、当面

大々的な公園整備を行う予定はございません。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） 予定はないということで

すけれども、烏が森公園は16haもある一番那須塩

原市では大きい公園なんです。近隣住民からは、

本当に親しまれて、この公園を駆け回って育った

市民がどれだけ多くいるか、数知れません。その

裾野を国道が分断するということなので、そのダ

メージはそれはやはりでき上がれば大変なものだ

と思います。そのダメージを取り払うためにも、

西那須野地区には、県外から観光に来ても目玉と

なるような大きなものがないだけに、このすばら

しい公園をつくり直して、他県にも誇れるような

ものをつくってもらいたいというのが要望です。

これは１回ではなかなかうまくいかないので、こ

れは要望として、次の回にもまた言っていきたい

と思っております。 

  ４番目の海外視察と国際交流についてというこ

とで、昨年行われた海外都市産業交流促進事業の

報告書を見て、画期的なフランス温泉地、その他

の視察をしてきたことを大変うれしく、その成果

を期待して読ませていただきました。 

  やっと海外に目を向けることが始まったのかと、

その遅さと、それからまた喜びとをかみしめてい

るところです。 

  そこで、次の点について伺います。 

  ⑴これからの当市の観光事業に対して、今回の

視察はどのような収穫があり、今後の取り組みに

どのように生かされるのか、研修成果とあわせて

お伺いいたします。 

  ⑵番、国際交流員の招致といううれしいニュー

スと同時に、先般の視察地フランスとの今後の交

流発展について計画があるかをお伺いいたします。 

  ⑶ことしのオーストリアのリンツ市表敬訪問の

概要と今後の国際交流の取り組みについてお伺い

いたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） 大変大きなスケールの質

問が相次いでいますが、なかなか答えられるかど

うか、現状の答弁できる範囲でお答えをさせてい

ただきます。 

  初めに、海外視察と国際交流についてお答えを

させていただきますが、⑴の今後の取り組み及び

成果についてということで、海外都市産業交流促

進事業、昨年の11月４日から10日までの７日間、

フランスの代表的な温泉地であるヴィシー市とエ

クスレバンを中心に、市内の経済関係団体等が地

域産業の活性化を目的に海外視察を実施いたしま

した。 

  主な成果としては、お互いの観光資源や温泉文

化を理解することで、新たな観光振興や自然、文

化を生かしたまちづくり、そしてお互いの特徴を

生かした新たな産業の可能性や農畜産物の高付加

価値化への取り組みなどが挙げられます。 

  今後、温泉を活用した観光事業の活性化、商店

街の再生に向けた商業の振興や農業の６次産業化

への推進など、新たな取り組みに対し行政として

支援していきたいと思っています。 

  ⑵国際交流員の招致とフランスとの今後の交流

についてお答えいたします。 

  国際交流員については、今後、国際感覚豊かな

人材の育成、国際社会に対応できる地域産業の促

進、多文化共生の地域づくりなど、多様性を持っ

た国際化への対応が必要であるという認識に基づ

き、フランスから招致するものであります。 

  本市では、既に10名のＡＬＴ（外国語指導助
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手）と１名の英語教育専門員、さらに英語の堪能

な地域の日本人。外国人ではなくて─こういう

方も９名、現在市内を合わせると20名になります

が、市内の小中学校や教育委員会事務局で活躍を

しております。 

  今回の国際交流員はＪＥＴプログラム（語学指

導等を行う外国青年招致事業）を活用して招致す

るものであります。 

  活用については、小中学校や保育園などの異文

化理解のための学習活動や、海外に向けての本市

のＰＲ活動などに携わってもらうとともに、国際

交流協会の協力を得ながら、各種イベントにも積

極的に参加をしてもらうなど、さまざまな場面で

の活用を考えております。 

  特に、現在、英語が世界の共通語と、こういう

ことを言う方が多いわけですが、英語が全く通用

しないブラジルとかフランスとか、そういう言語

圏といいますか、世界にはたくさんございまして、

そういう意味で、英語を覚えれば国際人というこ

とでもないと、こういうような感覚もぜひ若い皆

さんに理解をしていただければ幸いだと思ってお

ります。 

  海外都市産業交流事業については、今後も関係

団体の協力のもと実施をしていきたいと考えてお

ります。 

  ことしのオーストリアのリンツ市表敬訪問の概

要と、今後の国際交流の取り組みについてお答え

いたします。 

  まず、オーストリア訪問の概要についてですが、

ことしの２月21日、駐オーストリア日本国特命全

権大使である岩谷大使が本市を訪れ、私と会談い

たしました。このときの状況を受けて、岩谷大使

への答礼として、副市長が在オーストリア日本国

大使館を訪問することとあわせて、中学生の海外

交流事業を行っているリンツ市との交流促進を図

るため、リンツ市役所を表敬訪問するものです。 

  そのとき話題になったのは、いわゆる40人前後

の規模で毎年中学生がオーストリアを本市から訪

問しているというこの事業というのは、県内に例

を聞いたことが、３人、10人はあるんですけれど

も、そういうことはございません。中学生の将来

について極めて大きな国際交流化の啓蒙になって

いると教育委員会からも報告を受けておりますの

で、ぜひこういうものを土台として、交流を図っ

て当面の間いきたいと。リンツの市役所、これに

ついても、表敬訪問をさせていただきますが、中

学生のお出迎えや見送り、解散式等には、この裏

を話せば、リンツの副市長が出て全部やっていた

だいていると、こうようなこともあわせてご報告

させていただきたいと思います。 

  副市長及び随行職員１名の派遣を予定しており

ますが、派遣の時期は中学生の海外交流事業の日

程にあわせて調整できればと考えております。 

  派遣にかかわる費用については、補正での対応

となり、補正予算案を本会議に提出しております。 

  次に、今後の国際交流の取り組みについてです

が、近年、交通・情報通信技術の発達に伴う経済、

文化・芸術、スポーツなど、さまざまな分野での

急速な国際化に加え、地域社会においても、在住

外国人が身近な隣人になるなど、より身近な部分

での国際化が進展する中、中学生海外交流事業や

海外都市産業交流促進を実施していくとともに、

国際交流員の活用など、将来を見据えた国際交流

化の推進を図ってまいりたいと考えておりまして、

答弁とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） いろいろ答弁いただきま

した。 

  海外視察や国際交流は視野を本当に広くして意

欲を起こすことで、とても社会の中で役立つこと
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だと思っております。那須塩原市が旧態依然のま

ちでいいならいざ知らず、このまちは幾らでも変

身し得る環境が整っています。海外にも開かれた

那須塩原市にして、私の持論ですけれども、若い

職員を、希望者を募って毎年５名ぐらい、職員の

中から、例えばリンツ、もしくはフランスへ派遣

して研修してくると。本当は部長に研修してきて

もらえば一番いいと思っているんですが、そうい

うことができればというのが、私の持論でござい

ます。 

  国際交流員としてフランスからＡＬＴを招致す

るということですが、これはすばらしいことで、

なぜ１人なのかと、私は思っております。しかも、

オーストリアからもなぜ招致しないのかなという

ことで、そういうことができないかお伺いいたし

ます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 国際交流員１名じゃな

くて複数ということで、オーストリアからもとい

うようなことでございますけれども、初年度とい

うこともございまして、フランスから１名という

ことで考えております。 

  議員のご提案に対しては、今後研究をさせてい

ただきたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 18番、金子哲也君。 

○１８番（金子哲也君） ぜひ検討していただきた

いと。そして、フランスの去年の視察で、これを

観光にもぜひ生かしていっていただきたいと期待

していますので、余りこれについてはまだちょっ

ともう少しお話を聞きたかったんですが、今後ぜ

ひこれから聞かせていただきたいと思います。 

  それから、ＡＬＴとかそういう人に各種イベン

トにも参加してもらうということをおっしゃって

いましたが、案外、市内でそういうことが知られ

ていないんですよ。ですから、ぜひとも市民と一

緒になって交流をしていくということをぜひお願

いしたいと思います。 

  それとリンツ市といえば、私にとってはモーツ

ァルトの交響曲第36番「リンツ」なんですよ。若

いころから、これはあこがれた都市の１つです。

それはともかくとして、この中学生の交流派遣が

行われているわけですけれども、これをもっとも

っと市民にもアピールして、中学生だけではなく

て、市民にも知ってもらわないと、市民による国

際交流に発展できないかということで、市民がほ

とんど知らないんですよ。こんなに40人もの人が

リンツに行って勉強してきているということを結

構知らないでいるんです。こういうことが将来の

まちづくり、文化づくりにどれだけ役立つかはも

うはかり知れないと思います。 

  国際交流によって国際感覚を身につけ、視野を

広げることが、国際感覚のおくれているこのまち

にとってどれだけ役立つか。ぜひ副市長におかれ

ては、この表敬訪問によってもっともっと交流の

きずなを太くするようなお土産をぜひ持ち帰って

もらいたいと思います。これ要望で終わります。 

  あと最後に、米百俵の有名な話をちょっとして、

戊辰戦争の敗戦による長岡藩の窮状を知った支藩、

長岡藩の下の藩です。支藩である峰山藩から米百

俵が贈られたんです。藩士たちはこれで何とか急

場をしのげる、一息つけると喜んだのですが、藩

の重鎮である小林虎三郎は、その米を売って教育

文化の資金につぎ込んだんです。時勢におくれな

いように、時代の要請に応えられる、この学問や

芸術を教えてすぐれた人材を育成しようというこ

とで、この百俵は今でこそただの百俵の米だけれ

ども、やがて１万俵にも100万俵にもなるかはか

り知れないんだよということで、それを実行しま

した。そして、その売ったお金で学校をつくった
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んです。その後、長岡藩には本当にすぐれた人材

が大勢輩出しました。那須塩原市にとっても、今、

文化教育に投資することこそ10年、20年、30年後

に大きくなって当市に戻ってくると思います。30

年後には私も市長もここにはいないでしょう。多

分、西方浄土から那須塩原市の文化の隆盛を眺め

ようではありませんか。 

  最後に、市長の教育文化に対するお考えをちょ

っとだけお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） １分しかないので、もう

終わりだと思って今聞いておりましたら、最後に

と、こういうことで、前回も最後に文化について

と言われて、もうあっけにとられたんですが、今

後は教育文化、これ一言でお答えするのは大変難

しいと思っています。 

  ただ冒頭、議員がおっしゃったように、私、こ

の前も答弁したんですけれども、文明は進化する

が、文化は進化しない、なぜなら日常の生活が教

育であり文化だと。こういう思想が実は非常に根

強くて、毎日行っているものが文化、モーツァル

トを聞くだけが文化じゃない。こういうことを理

解しておりますと、いわゆる教育、あるいは文化、

こういうものの受けとめには人々のそれぞれの生

活が色濃くにじんでいますので、そのもの自体を

その人間の尊厳として受けとめていきたいと、こ

ういうふうに考えております。こんなことでよろ

しくお願いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 以上で、18番、金子哲也君

の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（中村芳隆君） 以上で、本日の議事日程は

全部終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時４０分 




